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（資料１） 

 

第１回職業訓練の質保証に係る要員養成協議会 議事録 

 

 

 

１ 日 時 平成２３年１２月９日(金) １３：３０～１６：００ 

 

２ 場 所 航空会館 ６０３会議室 

 

３ 出席者 

【協議会委員】 

古川会長、五十嵐委員、猪狩委員、川本委員、菊田委員、後藤委員、武田委員、

中山委員、宮澤委員、森廣委員 

 

４ 議 題 

（１）各規格・基準・ガイドライン等について 

（２）協議会に係る詳細説明及び全体スケジュールについて 

（３）プロトタイプ研修カリキュラム開発への取組みについて 

（４）生涯職業能力開発体系及び作業部会について 

（５）その他 

 

５ 議事内容 

資料に沿って事務局から説明の後、協議が行われた。主な内容は、以下のとおり。 

 

○ 教育訓練サービスマネジメントは、職業訓練に関する様々なサービスと、それ

に関する管理運営のマネジメントを指す。 

 

○ 研修項目の参考例（p26）にある「審査員」を「要員」に変更し、基本のカリ

キュラムとして協議会で承認した。 

 

○ 将来的には、職業訓練に関わる内部監査員、外部審査員、関連要員の養成に発

展させるが、先ずは内部要員を主対象に試行することとした。 

 

○ 協議会の進め方（p20）や取組事項（p21）が了承され、内部要員養成を主対象

としたカリキュラムの具体的な内容は、作業部会にておいて検討し、第２回協議

会に諮ることとした。 
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  （資料２） 

 

第２回職業訓練の質保証に係る要員養成協議会 議事録 

 

 

 

１ 日 時 平成２４年２月１４日(火) １４：００～１６：３０ 

 

２ 場 所 航空会館 ８０１会議室 

 

３ 出席者 

【協議会委員】 

古川会長、五十嵐委員、猪狩委員、川本委員、菊田委員、後藤委員、武田委員、

中山委員、宮澤委員、森廣委員 

 

４ 議 題 

（１）作業部会（第１回から第３回）に係る中間報告について 

（２）「職業訓練の質保証に係る内部監査員養成プロトタイプ研修カリキュラム

（案）」に係る提案について 

（３）「職業訓練の質保証に係る内部監査員養成プロトタイプ研修カリキュラム

（案）」の試行研修の実施及び評価検証に係る提案について 

（４）その他 

 

５ 議事内容 

資料に沿って事務局から説明の後、協議が行われた。主な内容は、以下のとおり。 

 

○ 今回の試行研修では、厚生労働省の「職業訓練サービスガイドライン」に準拠

し、求職者訓練に的を絞り、カリキュラムの検討を行っているが、就職支援につ

いても視野に入れて取り組んでほしい。 

 

○ 今回のカリキュラムでは、情報管理、リスク管理や品質管理に関する項目が各

教科項目に散在しているが、これを精査して解りやすくしてほしい。 

 

○ 資料の図表に「職業訓練サービスマネジメント業務」という文言があるが、「職

業訓練サービス業務」に修正する。 

 

○ 図３、図４、図５は、本協議会及び作業部会における基本的なスタンスを示し

ているので、大きい図で表示して良い。また、図４については、説明されなくて

もわかるように工夫してほしい。 

 

○ 「職業訓練の質保証に係る内部監査員養成研修の手引き」（p77～p104）に基づ

いて試行研修を実施することが了承された。 
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○ 各教科目の相対評価ができるように工夫する、あるいは改善点を記述してもら

うように工夫してしてはどうか。 

 

○ 中小企業の民間教育事業者にも運用できる、教育訓練の現場で実現可能な内部

監査の仕組みに仕上げていただけるようお願いしたい。 
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  （資料２） 

 

第２回職業訓練の質保証に係る要員養成協議会 議事録 

 

 

 

１ 日 時 平成２４年２月１４日(火) １４：００～１６：３０ 

 

２ 場 所 航空会館 ８０１会議室 

 

３ 出席者 

【協議会委員】 

古川会長、五十嵐委員、猪狩委員、川本委員、菊田委員、後藤委員、武田委員、

中山委員、宮澤委員、森廣委員 

 

４ 議 題 

（１）作業部会（第１回から第３回）に係る中間報告について 

（２）「職業訓練の質保証に係る内部監査員養成プロトタイプ研修カリキュラム

（案）」に係る提案について 

（３）「職業訓練の質保証に係る内部監査員養成プロトタイプ研修カリキュラム

（案）」の試行研修の実施及び評価検証に係る提案について 

（４）その他 

 

５ 議事内容 

資料に沿って事務局から説明の後、協議が行われた。主な内容は、以下のとおり。 

 

○ 今回の試行研修では、厚生労働省の「職業訓練サービスガイドライン」に準拠

し、求職者訓練に的を絞り、カリキュラムの検討を行っているが、就職支援につ

いても視野に入れて取り組んでほしい。 

 

○ 今回のカリキュラムでは、情報管理、リスク管理や品質管理に関する項目が各

教科項目に散在しているが、これを精査して解りやすくしてほしい。 

 

○ 資料の図表に「職業訓練サービスマネジメント業務」という文言があるが、「職

業訓練サービス業務」に修正する。 

 

○ 図３、図４、図５は、本協議会及び作業部会における基本的なスタンスを示し

ているので、大きい図で表示して良い。また、図４については、説明されなくて

もわかるように工夫してほしい。 

 

○ 「職業訓練の質保証に係る内部監査員養成研修の手引き」（p77～p104）に基づ

いて試行研修を実施することが了承された。 
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（資料３） 

 

第３回職業訓練の質保証に係る要員養成協議会 議事録 

 

 

 

１ 日 時 平成２４年３月１６日(金) １４：００～１６：３０ 

 

２ 場 所 航空会館 ５０２会議室 

 

３ 出席者 

【協議会委員】 

古川会長、五十嵐委員、猪狩委員、川本委員、菊田委員、町田委員、加藤委員、

中山委員、中村委員 

 

４ 議 題 

（１）第２回協議会事録案の紹介 

（２）試行研修の実施に係る報告及び総括 

（３）全体質疑応答 

（４）その他 

 

５ 議事内容 

資料に沿って事務局から説明の後、協議が行われた。主な内容は、以下のとおり。 

 

○ 講師が変わるたびにカリキュラムの内容が変わらないようにテキストなどの

教材は、将来的に講師の共通認識の上に立ったモノにする必要がある。 

 

○ 実際に内部監査を実施している事業所（LSP）のケーススタディがあると、も

っとわかりやすくなる。 

 

○ 厚労省ガイドラインを活用する事業所（LSP）は、きわめて多様である。機構

の訓練施設におけるモデルを前面に出すのではなく「自己点検評価」を推進する

人材の育成にも配慮するなど、事業所（LSP）の多様性にも配慮してもらいたい。 

 

○ 専門能力を有する内部監査要員を確保することが困難な中小企業にでも運用

しやすいよう、カリキュラム、ツール、支援方法などの技術面からだけでなく、

組織面からも検討してほしい。 

 

○ 事業所（LSP）の多様性や全国展開を考えると、カリキュラム、ツール、支援

方法について、共通部分を絞り込む必要がある。 
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○ 今回の研修カリキュラムでは、厚労省ガイドラインに沿った職業訓練の勘所の

コアの部分に、内部監査の味付けをもう少し濃くしても良かったのではないか。 

 

○ 厚労省ガイドラインに沿った職業訓練の勘所のコアの部分に、内部監査、委託

先審査（都道府県）などの味付けをどのようにするかを、中小企業を念頭に置き、

機構と全産能連が協力して検討していく必要があるのではないか。 
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（資料３） 

 

第３回職業訓練の質保証に係る要員養成協議会 議事録 

 

 

 

１ 日 時 平成２４年３月１６日(金) １４：００～１６：３０ 

 

２ 場 所 航空会館 ５０２会議室 

 

３ 出席者 

【協議会委員】 

古川会長、五十嵐委員、猪狩委員、川本委員、菊田委員、町田委員、加藤委員、

中山委員、中村委員 

 

４ 議 題 

（１）第２回協議会事録案の紹介 

（２）試行研修の実施に係る報告及び総括 

（３）全体質疑応答 

（４）その他 

 

５ 議事内容 

資料に沿って事務局から説明の後、協議が行われた。主な内容は、以下のとおり。 

 

○ 講師が変わるたびにカリキュラムの内容が変わらないようにテキストなどの

教材は、将来的に講師の共通認識の上に立ったモノにする必要がある。 

 

○ 実際に内部監査を実施している事業所（LSP）のケーススタディがあると、も

っとわかりやすくなる。 

 

○ 厚労省ガイドラインを活用する事業所（LSP）は、きわめて多様である。機構

の訓練施設におけるモデルを前面に出すのではなく「自己点検評価」を推進する

人材の育成にも配慮するなど、事業所（LSP）の多様性にも配慮してもらいたい。 

 

○ 専門能力を有する内部監査要員を確保することが困難な中小企業にでも運用

しやすいよう、カリキュラム、ツール、支援方法などの技術面からだけでなく、

組織面からも検討してほしい。 

 

○ 事業所（LSP）の多様性や全国展開を考えると、カリキュラム、ツール、支援

方法について、共通部分を絞り込む必要がある。 
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（資料４） 

 

第１回「職業訓練の質保証に係る要員養成協議会」作業部会 

議事録 

 

 

１ 日 時 平成２３年１２月２２日(木) １３：３０～１６：３０ 

 

２ 場 所 ホテル機山館「宝」 

 

３ 出席者 

【作業部会委員】 

田野倉委員長、中村委員、八木委員、後藤委員、谷口委員、千葉委員、五十嵐委員 

 

４ 議 題 

（１）職業訓練の質保証に係る要員養成協議会の概要と第1回報告 

（２）全体スケジュール及び作業部会に係る詳細説明 

（３）生涯職業能力開発体系に係る概要説明 

（４）第１回作業部会としてのプロトタイプ研修カリキュラム開発への取り組み 

（５）その他 

 

５ 議事内容 

資料に沿って事務局から説明の後、協議が行われた。主な内容は、以下のとおり。 

 

○ 第９次計画に基づく「職業訓練サービスの質保証を踏まえたマネジメント」であり、サービ

スとマネジメントの両方を指す。職業訓練サービスとそのマネジメントのどちらか一方が欠け

てもいけないと考えている。 

○ 実際のモデルが存在すれば良いが、架空のものであれば、作業が大変になるのではないか。 

○ 要員養成では、民間LSPで、既に教育訓練を担われている方、もしくは、育てようとしてい

る方を、対象とする。 

○ 本来、１～２年かけて、民間LSPの業務分析を生涯職業能力開発体系により行うべきである

が、時間が限られている中で、事務局が考えたたたき台に対して意見を頂くと言う形で進めて

いくこととする。 

○ 民間LSPでは、教職員系の課長職以上、自分で教えるだけでなく統括する立場の方を研修に
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出すことが想定される。 

○ 内部監査では、現場がそれぞれの活動を行っているときの履歴（エビデンス）を残し、これ

を見るモニタリングが組織の中にできていて初めて内部監査ができることから、このモニタリ

ングについての要素を入れなくてはいけないのではないか。 

○ 就職させるという目標に対して、教科書ももちろん大切ですが、就職支援、就職相談、生活

指導という要素を入れるべきではないか。 

○ 訓練の前段階が充実しているのに比べ、訓練の実施については１項目になっているが、「機

器準備」と「資材準備」、「入所選考・決定」と「受入事務」をそれぞれまとめるなど前段階を

コンパクトにし、その分「訓練の実施」に生活指導や就職支援を追加すると、全体的にはバラ

ンスが良くなる。 

○ 研修項目の具体的な内容や時間構成等について次回の作業部会において検討したいと考え

ているので、研修項目の見直しと、各研修項目における監査ポイントについて意見出しをお願

いする。 
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（資料４） 

 

第１回「職業訓練の質保証に係る要員養成協議会」作業部会 

議事録 

 

 

１ 日 時 平成２３年１２月２２日(木) １３：３０～１６：３０ 

 

２ 場 所 ホテル機山館「宝」 

 

３ 出席者 

【作業部会委員】 

田野倉委員長、中村委員、八木委員、後藤委員、谷口委員、千葉委員、五十嵐委員 

 

４ 議 題 

（１）職業訓練の質保証に係る要員養成協議会の概要と第1回報告 

（２）全体スケジュール及び作業部会に係る詳細説明 

（３）生涯職業能力開発体系に係る概要説明 

（４）第１回作業部会としてのプロトタイプ研修カリキュラム開発への取り組み 

（５）その他 

 

５ 議事内容 

資料に沿って事務局から説明の後、協議が行われた。主な内容は、以下のとおり。 

 

○ 第９次計画に基づく「職業訓練サービスの質保証を踏まえたマネジメント」であり、サービ

スとマネジメントの両方を指す。職業訓練サービスとそのマネジメントのどちらか一方が欠け

てもいけないと考えている。 

○ 実際のモデルが存在すれば良いが、架空のものであれば、作業が大変になるのではないか。 

○ 要員養成では、民間LSPで、既に教育訓練を担われている方、もしくは、育てようとしてい

る方を、対象とする。 

○ 本来、１～２年かけて、民間LSPの業務分析を生涯職業能力開発体系により行うべきである

が、時間が限られている中で、事務局が考えたたたき台に対して意見を頂くと言う形で進めて

いくこととする。 

○ 民間LSPでは、教職員系の課長職以上、自分で教えるだけでなく統括する立場の方を研修に
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（資料５） 

 

第２回「職業訓練の質保証に係る要員養成協議会」作業部会 

議事録 

 

 

１ 日 時 平成２４年１月１７日(火)  ９：３０～１２：３０ 

 

２ 場 所 ホテル機山館「雅」 

 

３ 出席者 

【作業部会委員】 

田野倉委員長、中村委員、八木委員、後藤委員、加藤委員、鋤柄委員、千葉委員、五十嵐委

員 

 

４ 議 題 

（１）第１回作業部会議事録の確認 

（２）第２回作業部会としてのプロトタイプ研修カリキュラム開発への取組み 

①今般の内部監査員養成研修の教科目別の目標設定（研修全体における位置づけと仕上が

り像）、狙い、講義形態について 

②今般の内部監査員養成研修の教科目別に使用する教材、資材機材等について 

③今般の内部監査員養成研修の教科目別を担当する講師について（力量：質とレベル、専

門能力、指導力、評価力、人間力等） 

（３）その他 

 

５ 議事内容 

（１）第１回作業部会議事録の確認 

○議事録について、確認がなされた。 

 

（２）第２回作業部会としてのプロトタイプ研修カリキュラム開発への取組み 

①今般の内部監査員養成研修の教科目別の目標設定（研修全体における位置づけと仕上が

り像）、狙い、講義形態について 

イ．オリエンテーション（表８） 

○内部監査がキーワードなので、「オリエンテーション」で触れるべきではない
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か。 

○試行研修では、内部監査の基盤作りをし、実践を通じてキャリアアップして

行くという捉え方で良いのではないか。 

○研修終了書については、まだ方針が固まっていない。 

○厚生労働省ガイドラインをサブテキストと考え、内部監査員の養成を目標に

して表８～表２３における過不足について検討することとした。 

 

ロ．職業訓練の質保証を取り巻く現状と具体的事例（表９） 

○特になし 

 

ハ．職業訓練に係る施設管理と訓練管理の概要とそのチェックポイント（表１０） 

○個人情報管理を追加してはどうか。 

○「主なチェックポイント」で各種法令遵守について触れているが、「対象とな

る法令一覧」をチェックポイントの「３」と「４」の間に追加する。 

 

ニ．厚生労働省策定による民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン

の概要とそれに基づき質の高い職業訓練サービスを確保する上での課題の抽出

（表１１） 

○厚生労働省ガイドラインについて、厚生労働省が説明する部分なので、特に

意見なし。 

 

ホ．ケーススタディ（職業訓練業務プロセス、－公共職業訓練における在職者訓練コ

ースに係るＰＤＣＡサイクルの紹介＆検証－）（表１２） 

○民間訓練機関が行っている「委託訓練」か「求職者訓練」を取り上げてケー

ススタディを考える。 

○「求職者訓練」は、Ｈ２３年１０月からスタートして、まだ１サイクル回っ

ていない。現在実施されていて、まとまっているものを、ケーススタディと

して取り上げた方が良いのではないか。 

○時間的（６０分）にケーススタディは難しいので、プロセスの紹介までで止

める事とした。 

○「研修の主な内容」の２「・」、５「・」、７「・」は削除する。 

○「研修の主な内容」の４「・」については、講師と相談する事とする。 

○表１１に「自己診断表の紹介」があるので、「研修の主な内容」の６「・」は

削除する。 
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（資料５） 

 

第２回「職業訓練の質保証に係る要員養成協議会」作業部会 

議事録 

 

 

１ 日 時 平成２４年１月１７日(火)  ９：３０～１２：３０ 

 

２ 場 所 ホテル機山館「雅」 

 

３ 出席者 

【作業部会委員】 

田野倉委員長、中村委員、八木委員、後藤委員、加藤委員、鋤柄委員、千葉委員、五十嵐委

員 

 

４ 議 題 

（１）第１回作業部会議事録の確認 

（２）第２回作業部会としてのプロトタイプ研修カリキュラム開発への取組み 

①今般の内部監査員養成研修の教科目別の目標設定（研修全体における位置づけと仕上が

り像）、狙い、講義形態について 

②今般の内部監査員養成研修の教科目別に使用する教材、資材機材等について 

③今般の内部監査員養成研修の教科目別を担当する講師について（力量：質とレベル、専

門能力、指導力、評価力、人間力等） 

（３）その他 

 

５ 議事内容 

（１）第１回作業部会議事録の確認 

○議事録について、確認がなされた。 

 

（２）第２回作業部会としてのプロトタイプ研修カリキュラム開発への取組み 

①今般の内部監査員養成研修の教科目別の目標設定（研修全体における位置づけと仕上が

り像）、狙い、講義形態について 

イ．オリエンテーション（表８） 

○内部監査がキーワードなので、「オリエンテーション」で触れるべきではない
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○「研修形態」は、集合研修とする。 

 

ヘ．ニーズ把握と分析の概要とそのチェックポイント（表１３） 

○「研修の主な内容」の３「・」と４「・」が重複しているので、３「・」は

削除する。 

○「主なチェックポイント」に、「９．ニーズ把握の留意ポイント」を追加する。 

 

ト．コース開発の概要とそのチェックポイント（表１４） 

○「研修の主な内容」の４「・」と５「・」が重複しているので、４「・」は

削除する。 

○「主なチェックポイント」に、「９．コース開発の留意ポイント」を追加する。 

○厚生労働省ガイドラインとの対比欄に、「３．３」と「３．４」を追加する。 

 

チ．カリキュラム開発の概要とそのチェックポイント（表１５） 

○「研修の主な内容」の９「・」と１０「・」が重複しているので、９「・」

は削除する。 

○「主なチェックポイント」に、「１３．カリキュラム開発の留意ポイント」を

追加する。 

 

リ．教材開発の概要とそのチェックポイント（表１６） 

○「研修の主な内容」の５「・」と６「・」が重複しているので、５「・」は

削除する。 

○「主なチェックポイント」に、「１０．教材開発の留意ポイント」を追加する。 

 

ヌ．評価の概要とそのチェックポイント（表１７） 

○「研修の主な内容」の７「・」と８「・」が重複しているので、７「・」は

削除する。 

○「主なチェックポイント」に、「１２．評価の留意ポイント」を追加する。 

 

ル．講師の役割と資質の概要とそのチェックポイント（表１８） 

○「研修のねらい」にある「～内容、質とレベルが十分なもの～」は、プロセ

スだけでなく、具体的な内容についても含むものとする。 

○「主なチェックポイント」の「１.指導員免許の有無、同等以上の能力の有無」

にある「同等以上の能力の有無」はチェックできないのではないか。 
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○「研修の主な内容」の８「・」と９「・」が重複しているので、８「・」は

削除する。 

○「主なチェックポイント」に、「１４．指導の留意ポイント」を追加する。 

○厚生労働省ガイドラインとの対比欄に、「３．３」と「３．４」を追加する。 

 

ヲ．内部監査における指摘事項の抽出と改善支援（表１９） 

○タイトルを、「内部監査の概要」とし、時間を１２０分にする。 

○「研修の主な内容」は、次の通りとし、ISO19011を使いながら教えてもらう。 

   ・監査の役割について 

   ・監査の意義について 

   ・監査の重要性について 

   ・監査の必要性について 

○「研修目標」と「研修のねらい」の記述は、事務局で検討する。 

○「研修形態」は、集合研修とする。 

○講師は、外部の方にお願いする。 

○厚生労働省ガイドラインとの対比欄に、「３．３」と「３．４」を追加する。 

 

ワ．チーム力（表２０） 

カ．プレゼンテーションスキル（表２１） 

ヨ．コミュニケーションスキル＆ビジネスマナー（表２２） 

○表２０～表２２をひとつにまとめて、１２０分にする。 

 

タ．ロールプレイ（ニーズの把握と分析に係る内部監査について）（表２３） 

○モデルケースに対して、 

   ・チェックリストを作る 

   ・質問をする。 

   ・証拠をつかめるか 

○チェックリストを作るにあたり、監査ストーリーをどう持つかが重要になる。 

○例えば、自分が内部監査の役割を与えられた場合、自社の組織に対して「何

が問題だと考えるか」、「どこを攻めるか」を検討することになる。このとき、

Look-for、Look-atという概念を入れて、「何を見て」、「何を調べるのか」に

取り組む。この形態であれば、受講生が、個別にそれぞれ取り組んでも問題

がなく、自社に帰ってからも役に立つ。 
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○「研修形態」は、集合研修とする。 

 

ヘ．ニーズ把握と分析の概要とそのチェックポイント（表１３） 

○「研修の主な内容」の３「・」と４「・」が重複しているので、３「・」は

削除する。 

○「主なチェックポイント」に、「９．ニーズ把握の留意ポイント」を追加する。 

 

ト．コース開発の概要とそのチェックポイント（表１４） 

○「研修の主な内容」の４「・」と５「・」が重複しているので、４「・」は

削除する。 

○「主なチェックポイント」に、「９．コース開発の留意ポイント」を追加する。 

○厚生労働省ガイドラインとの対比欄に、「３．３」と「３．４」を追加する。 

 

チ．カリキュラム開発の概要とそのチェックポイント（表１５） 

○「研修の主な内容」の９「・」と１０「・」が重複しているので、９「・」

は削除する。 

○「主なチェックポイント」に、「１３．カリキュラム開発の留意ポイント」を

追加する。 

 

リ．教材開発の概要とそのチェックポイント（表１６） 

○「研修の主な内容」の５「・」と６「・」が重複しているので、５「・」は

削除する。 

○「主なチェックポイント」に、「１０．教材開発の留意ポイント」を追加する。 

 

ヌ．評価の概要とそのチェックポイント（表１７） 

○「研修の主な内容」の７「・」と８「・」が重複しているので、７「・」は

削除する。 

○「主なチェックポイント」に、「１２．評価の留意ポイント」を追加する。 

 

ル．講師の役割と資質の概要とそのチェックポイント（表１８） 

○「研修のねらい」にある「～内容、質とレベルが十分なもの～」は、プロセ

スだけでなく、具体的な内容についても含むものとする。 

○「主なチェックポイント」の「１.指導員免許の有無、同等以上の能力の有無」

にある「同等以上の能力の有無」はチェックできないのではないか。 
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レ．その他 

○表８～表２３において、厚生労働省ガイドラインとの対比欄に抜けがないか、

事務局がチェックする。 

 

②今般の内部監査員養成研修の教科目別に使用する教材、資材機材等について 

○講師と相談して、準備する。 

 

③今般の内部監査員養成研修の教科目別を担当する講師について（力量：質とレベル、専

門能力、指導力、評価力、人間力等） 

○講師については、次の通りとする。 

   ・表１１：厚生労働省 

   ・表１９～表２３：部外（部内で対応できない場合） 

   ・表８～表１０、表１２～表１８：部内 

○各組織の特色にあわせてお願いすることになる。 

 

（３）その他 

○モニタリング委員の募集については、委員の組織にご協力をお願いしたい。 

○１／２４までに、事務局山田あて、ご連絡願いたい。 
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（資料６） 

 

第３回「職業訓練の質保証に係る要員養成協議会」作業部会 

議事録 

 

 

１ 日 時 平成２４年１月３１日(火)  １３：３０～１６：３０ 

 

２ 場 所 ホテル機山館「宝」 

 

３ 出席者 

【作業部会委員】 

田野倉委員長、中村委員、八木委員、後藤委員、加藤委員、鋤柄委員、千葉委員、五十嵐委

員 

 

４ 議 題 

（１）第２回作業部会議事録の確認 

（２）第３回作業部会としてのプロトタイプ研修カリキュラム開発への取組み 

①研修カリキュラム（案）、研修日程（案）に係る改訂報告 

②作業部会体制の評価 

③内部監査員養成研修の評価について 

④個別詳細評価（具体的な各種研修サービスに対する評価） 

⑤受講者満足度アンケート調査項目と概要 

⑥作業部会中間報告書（第１回～第３回）（案）のとりまとめ 

⑦受講モニター作業部会委員について 

⑧講師モニター作業部会委員について 

⑨試行研修に係る立ち会い評価について 

 

（３）その他 

 

５ 議事内容 

（１）第２回作業部会議事録の確認 

○議事録について、確認がなされた。 
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レ．その他 

○表８～表２３において、厚生労働省ガイドラインとの対比欄に抜けがないか、

事務局がチェックする。 

 

②今般の内部監査員養成研修の教科目別に使用する教材、資材機材等について 

○講師と相談して、準備する。 

 

③今般の内部監査員養成研修の教科目別を担当する講師について（力量：質とレベル、専

門能力、指導力、評価力、人間力等） 

○講師については、次の通りとする。 

   ・表１１：厚生労働省 

   ・表１９～表２３：部外（部内で対応できない場合） 

   ・表８～表１０、表１２～表１８：部内 

○各組織の特色にあわせてお願いすることになる。 

 

（３）その他 

○モニタリング委員の募集については、委員の組織にご協力をお願いしたい。 

○１／２４までに、事務局山田あて、ご連絡願いたい。 
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（２）第３回作業部会としてのプロトタイプ研修カリキュラム開発への取組み 

①研修カリキュラム（案）、研修日程（案）に係る改訂報告 

○ 第２回作業部会により加筆修正された内容を確認し、了解された。 

②作業部会体制の評価 

○ 「６（１）作業部会全体の評価」については、作業部会が取り組んだ検討内容の「ま

とめ」としたら良いのではないか。 

○ 「研修カリキュラムの開発」→「試行研修の実施」→「試行研修の評価」→「総括」

という流れで考えたらどうか。 

○ 試行研修に対する評価は、受講者、作業部会委員、講師の３者の目で行うこととし、

講師と受講者にはPDCAのDoの部分について、作業部会委員にはPDCA全般に対し見て

いただくこととする。 

○ 「６（１）作業部会全体の評価」と作業部会中間報告書（案）の「５（２）①作業

部会体制の評価」を、削除する。 

③内部監査員養成研修の評価について 

○ 研修リーダーについては、今回設けないこととする。 

○ オリエンテーションにおいて、修了要件を説明したら良いのではないか。 

○ 訓練日誌については、経験するという意味も含め、受講生全員がつけることとし、

オリエンテーションにおいて、その目的を説明することとする。 

○ ６（２）①イは、「研修マネジメントについて」にする。 

○ ６（２）①ロは、削除する。また、Ｑ１については、「今回の研修内容によって、

研修目的が達成できますか」という表現にする。 

○ Ｑ７とＱ８はＱ１５と同様の質問なので、Ｑ７とＱ８を削除する。 

○ ６（２）①ハは、削除する。これに伴い６（２）①イを６（２）①と変更し、６（２）

②イ以降についても必要な変更を施すこととする。 

④個別詳細評価（具体的な各種研修サービスに対する評価） 

○ 知識だけを確認して得点にするだけでは見ることができない部分もあるので、講師

が受講者の参加態度・姿勢やものの言い方・表現の仕方等を評価要素に入れたらどう

か。 

○ 審査員の試験では、欠席するようだと試験で合格できない。 

○ 合格証ではなく評価書を出し、その人をどのような業務で使うかは派遣先に任せた

方が良いのではないか。それであれば、主観的な評価でも良くなるのではないか。た

だし、２時間程度の時間で１０名全員に対して、講師が見切れるかどうか難しいので

はないか。 

⑤受講者満足度アンケート調査項目と概要 
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○ 各教科の評価について、「適当である」／「適当でない」の２段階ではなく、

４段階でアンケートを作成することとする。 

○ 改善ポイントについて記述してもらえるようにしたらどうか。 

○ アンケート項目の重複部分については、事務局が再度チェックする。 

○ 全体項目→個別項目の流れより、個別項目→全体項目の流れの方が良いので

はないか。 

○ 講師については、「研修内容が分かりやすかった」といった表現にする。 

⑥作業部会中間報告書（第１回～第３回）（案）のとりまとめ 

○ ②～⑤の討議結果を参考にして、作業部会中間報告書（案）を取りまとめることと

した。 

○ 修正版については、各委員にPDFファイルにてお送りする。 

⑦受講モニター作業部会委員について 

○ 作業部会委員の方に、ご協力いただいたおかげで、８名の方が受講していた

だけることとなった。また、雇用支援機構から複数名受講することで、当初予

定していた定員１０名を満たすこととする。 

⑧講師モニター作業部会委員について 

○ 試行研修の講師には、日本規格協会と日本品質保証機構にご協力いただいた

おかげで、ほぼ目途がついた。 

⑨試行研修に係る立ち会い評価について 

○ 作業部会委員の方には、業務に支障をきたさない範囲で試行研修に立ち会っ

ていただけたらと考えている。都合については、事務局が個別に確認させてい

ただく。 

 

（３）その他 

○ 試行研修に係る事務手続き等について、事務局からお願いすることがあると思うの

でご協力願いたい。 
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（２）第３回作業部会としてのプロトタイプ研修カリキュラム開発への取組み 

①研修カリキュラム（案）、研修日程（案）に係る改訂報告 

○ 第２回作業部会により加筆修正された内容を確認し、了解された。 

②作業部会体制の評価 

○ 「６（１）作業部会全体の評価」については、作業部会が取り組んだ検討内容の「ま

とめ」としたら良いのではないか。 

○ 「研修カリキュラムの開発」→「試行研修の実施」→「試行研修の評価」→「総括」

という流れで考えたらどうか。 

○ 試行研修に対する評価は、受講者、作業部会委員、講師の３者の目で行うこととし、

講師と受講者にはPDCAのDoの部分について、作業部会委員にはPDCA全般に対し見て

いただくこととする。 

○ 「６（１）作業部会全体の評価」と作業部会中間報告書（案）の「５（２）①作業

部会体制の評価」を、削除する。 

③内部監査員養成研修の評価について 

○ 研修リーダーについては、今回設けないこととする。 

○ オリエンテーションにおいて、修了要件を説明したら良いのではないか。 

○ 訓練日誌については、経験するという意味も含め、受講生全員がつけることとし、

オリエンテーションにおいて、その目的を説明することとする。 

○ ６（２）①イは、「研修マネジメントについて」にする。 

○ ６（２）①ロは、削除する。また、Ｑ１については、「今回の研修内容によって、

研修目的が達成できますか」という表現にする。 

○ Ｑ７とＱ８はＱ１５と同様の質問なので、Ｑ７とＱ８を削除する。 

○ ６（２）①ハは、削除する。これに伴い６（２）①イを６（２）①と変更し、６（２）

②イ以降についても必要な変更を施すこととする。 

④個別詳細評価（具体的な各種研修サービスに対する評価） 

○ 知識だけを確認して得点にするだけでは見ることができない部分もあるので、講師

が受講者の参加態度・姿勢やものの言い方・表現の仕方等を評価要素に入れたらどう

か。 

○ 審査員の試験では、欠席するようだと試験で合格できない。 

○ 合格証ではなく評価書を出し、その人をどのような業務で使うかは派遣先に任せた

方が良いのではないか。それであれば、主観的な評価でも良くなるのではないか。た

だし、２時間程度の時間で１０名全員に対して、講師が見切れるかどうか難しいので

はないか。 

⑤受講者満足度アンケート調査項目と概要 
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（資料７） 

 

第４回「職業訓練の質保証に係る要員養成協議会」作業部会 

議事録 

 

 

１ 日 時 平成２４年３月６日(火)  １３：３０～１６：３０ 

 

２ 場 所 ホテル機山館「寿」 

 

３ 出席者 

【作業部会委員】 

田野倉委員長、中村委員、八木委員、後藤委員、加藤委員、谷口委員、千葉委員、五十嵐委

員 

 

４ 議 題 

（１）第３回協議会事録案の紹介 

（２）試行研修に係る総括 

①内部監査員養成試行研修の評価について 

②個別詳細評価（具体的な各種研修サービスに対する評価） 

③その他 

（３）全体質疑応答 

 

５ 議事内容 

資料に沿って事務局から説明の後、協議が行われた。主な内容は、以下のとおり。 

 

○中小の教育訓練機関にとって、３日間研修にとられるのは業務上厳しい。ポイントを絞

って研修を行い、２日間程度にしていただけないか。 

○ニーズ調査については、ボリュームを尐なくしてもかまわないのではないか。 

○試行研修を受講した方にヒアリングしたところ、ニーズ調査の研修について、「もう一度

聞きたい」、「資料が欲しい」といった意見があった。 

○今後の展開につなげていくことを考えた場合、「十分満足」と「まあまあ満足」を分けて

評価した方が課題が明らかになるのではないか。 

○今回は無料で研修を行ったが、コストパフォーマンスを念頭に置いて研修内容を見直す
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ことが必要ではないか。 

○P77～P78 には厳しい指摘が示されているが、今後はこれらの項目が研究テーマや開発テ

ーマになるのではないか。 

○カリキュラム No.14 の「ケーススタディ：内部監査に必要な取組み」については、それ

までのカリキュラムに出ていた個別の業務を対象とした方が良かったかもしれない。 
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（資料７） 

 

第４回「職業訓練の質保証に係る要員養成協議会」作業部会 

議事録 

 

 

１ 日 時 平成２４年３月６日(火)  １３：３０～１６：３０ 

 

２ 場 所 ホテル機山館「寿」 

 

３ 出席者 

【作業部会委員】 

田野倉委員長、中村委員、八木委員、後藤委員、加藤委員、谷口委員、千葉委員、五十嵐委

員 

 

４ 議 題 

（１）第３回協議会事録案の紹介 

（２）試行研修に係る総括 

①内部監査員養成試行研修の評価について 

②個別詳細評価（具体的な各種研修サービスに対する評価） 

③その他 

（３）全体質疑応答 

 

５ 議事内容 

資料に沿って事務局から説明の後、協議が行われた。主な内容は、以下のとおり。 

 

○中小の教育訓練機関にとって、３日間研修にとられるのは業務上厳しい。ポイントを絞

って研修を行い、２日間程度にしていただけないか。 

○ニーズ調査については、ボリュームを尐なくしてもかまわないのではないか。 

○試行研修を受講した方にヒアリングしたところ、ニーズ調査の研修について、「もう一度

聞きたい」、「資料が欲しい」といった意見があった。 

○今後の展開につなげていくことを考えた場合、「十分満足」と「まあまあ満足」を分けて

評価した方が課題が明らかになるのではないか。 

○今回は無料で研修を行ったが、コストパフォーマンスを念頭に置いて研修内容を見直す
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（資料８）  
 

平成２４年１月１７日 

 

関係各位 

職業能力開発総合大学校能力開発研究センター 

職業訓練の質保証に係る要員養成協議会事務局 

 

職業訓練の質保証に係る要員成協議会における「職業訓練の質保証に係る内部監査員養

成プロトタイプ研修カリキュラムに基づく試行研修」への受講モニタリング委員の推薦に

係る協力の御願いについて 

 

平素、当大学校の業務運営につきまして多大なるご高配を賜り厚く御礼を申し上げます。 

さて、当協議会は、民間教育訓練機関等の質の保証及び向上への取り組みに対する支援

等を目的として平成２３年１２月９日に第１回協議会を、また、平成２３年１２月２２日

に第１回作業部会を、各委員のみなさまのご指導、ご協力をいただく中で開催することが

できました。 

当協議会では、作業部会を通じて、職業訓練の質保証に係る内部監査員養成プロトタイ

プ研修カリキュラムの開発を行い、もって、その試行研修を実施し、かつ検証を行うよう

取組計画を作成し、現在、取り組みを進めいています。 

そこで、今般、試行研修の実施にあたり、ご多忙中のところ誠に恐縮ですが、下記の通

り関係各位のみなさまへ受講モニタリング委員の推薦に係る御願いをいたしたいと存じま

す。 

今般は、各位におかれましての推薦可能な人数につきまして、平成２４年１月２４日（火）

までに、事務局あてご連絡いただきますよう御願いします。 

なお、その後、事務局にて検討を行い、確定人数を決定し、正式に文書をもって依頼 さ

せていただきますことを申し添えます。 

 

                                      記 

 

１ 受講モニタリング委員の役割について 

受講モニタリング委員は、つぎの事項についてその任を担うこと。 

１）試行研修へ受講者として参加し、研修カリキュラムに示された総ての教科目を受講す

ること。 

２）受講モニタリング委員として次の評価と協力を行うこと。 

①各教科目の内容に係る評価を行うこと。 

②各教科目の担当講師に係る評価を行うこと。 

③各教科目における教材についての評価を行うこと。 

④事務局の研修参加者の受け入れ準備、配付資料等、相談、支援、対応等に係る評価

を行うこと。 

⑤研修目標に対する評価を行うこと。 

⑥研修知識習得目標に対する評価を行うこと。 

⑦研修スキル取得目標に対する評価を行うこと。 
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⑧研修コンピンテンス修得目標に対する評価を行うこと。 

⑨総合試験を受験すること。 

⑩研修全般に係る意見、感想、要望等について総括し、報告すること。 

⑪研修終了時における事務局等（作業員を含む）と参加者との意見交換に参加し、積

極的に意見を述べること。 

⑫研修終了後、実際に内部監査を担った時に今般の試行研修で役に立ったことや要望

等があった場合、書式は問わないので、随時、メールで事務局へ情報提供をいた

だくこと。これは当該研修が本格的に実施される場合、研修内容の充実を促進さ

せ、研修参加者の研修ニーズに確実に応えることで研修の質保証に努めるためで

あり、是非とも、協力をお願いします。なお、各評価については、事務局が用意

した評価様式に基づき評価いただくこととなりますことを申し添えます。 

２ 受講モニタリング委員への謝金等について 

原則として試行研修の期間について、職業能力開発総合大学校の規定に基づき、支給

いたします。 

３ 委員委嘱期間について 

原則として試行研修の実施期間とする。 

なお、試行研修の期間以外については、事務局として研修内容に係る情報収集を行い

たく、ボランティアとして情報提供等の協力をお願いしたいと存じますが、決して強制

ではありませんことを申し添えます。 

４ 研修受講証明書及び研修修了証の発行について 

１）研修受講証明書の発行について 

職業大の規定により８割以上の出席をした参加者には、試行研修受講証明書として研

修受講証明書を発行することとする。 

２）研修修了証の発行について 

総合試験受験者で、別途定める研修修了証の発行規定に定める基準に合格した者に試

行研修修了証として研修修了証を発行することとする。 

５ 研修の概要について 

受講いただく研修の概要については、別添「職業訓練の質保証に係る要員養成協議会

用参考募集要項」を参照してください。  
 

【お問い合わせ先】 

職業訓練の質保証に係る要員養成協議会事務局 

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構 

職業能力開発総合大学校 

能力開発研究センター 開発研究部 

田野倉・山田 

〒２５２－５１９６ 

神奈川県相模原市緑区橋本台４－１－１ 

ＴＥＬ（０４２）７６３－９０４３ 

ＦＡＸ（０４２）７６３－９２６３ 

Ｅ－ｍａｉｌ：s1.tanokura@ js.jeed.or.jp 
h2.yamada@ js.jeed.or.jp 
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平成２４年１月１７日 

 

関係各位 

職業能力開発総合大学校能力開発研究センター 

職業訓練の質保証に係る要員養成協議会事務局 

 

職業訓練の質保証に係る要員成協議会における「職業訓練の質保証に係る内部監査員養

成プロトタイプ研修カリキュラムに基づく試行研修」への受講モニタリング委員の推薦に

係る協力の御願いについて 

 

平素、当大学校の業務運営につきまして多大なるご高配を賜り厚く御礼を申し上げます。 

さて、当協議会は、民間教育訓練機関等の質の保証及び向上への取り組みに対する支援

等を目的として平成２３年１２月９日に第１回協議会を、また、平成２３年１２月２２日

に第１回作業部会を、各委員のみなさまのご指導、ご協力をいただく中で開催することが

できました。 

当協議会では、作業部会を通じて、職業訓練の質保証に係る内部監査員養成プロトタイ

プ研修カリキュラムの開発を行い、もって、その試行研修を実施し、かつ検証を行うよう

取組計画を作成し、現在、取り組みを進めいています。 

そこで、今般、試行研修の実施にあたり、ご多忙中のところ誠に恐縮ですが、下記の通

り関係各位のみなさまへ受講モニタリング委員の推薦に係る御願いをいたしたいと存じま

す。 

今般は、各位におかれましての推薦可能な人数につきまして、平成２４年１月２４日（火）

までに、事務局あてご連絡いただきますよう御願いします。 

なお、その後、事務局にて検討を行い、確定人数を決定し、正式に文書をもって依頼 さ

せていただきますことを申し添えます。 

 

                                      記 

 

１ 受講モニタリング委員の役割について 

受講モニタリング委員は、つぎの事項についてその任を担うこと。 

１）試行研修へ受講者として参加し、研修カリキュラムに示された総ての教科目を受講す

ること。 

２）受講モニタリング委員として次の評価と協力を行うこと。 

①各教科目の内容に係る評価を行うこと。 

②各教科目の担当講師に係る評価を行うこと。 

③各教科目における教材についての評価を行うこと。 

④事務局の研修参加者の受け入れ準備、配付資料等、相談、支援、対応等に係る評価

を行うこと。 

⑤研修目標に対する評価を行うこと。 

⑥研修知識習得目標に対する評価を行うこと。 

⑦研修スキル取得目標に対する評価を行うこと。 
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（職業訓練の質保証に係る要員養成協議会用参考） 

※この募集要項は、職業訓練の質保証に係る要員養成協議会が開発研究用に作成したものであり、実

際に行われている研修用のためではありません。お取り扱いにつきまして、ご注意いただきますよ

う御願いいたします。 

 

 

 

募 集 要 項 
職業訓練の質保証に係る内部監査員養成研修コース（試行） 

－職業訓練サービスの質向上を目的とした民間教育訓練機関等で活躍する内部監査業務に従事

する方・これから従事しようとする方の職業訓練に係る力量の開発と向上のための研修コース

です！－ 

高齢・障害・求職者雇用支援機構 

職業能力開発総合大学校能力開発研究センター 
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〈研修のご案内〉 
☆研修コース名：職業訓練の質保証に係る内部監査員養成研修コース 

☆研修場所：（独）高齢・障害・求職者支援機構職業能力開発総合大学校能力開発研究センター 
（案内図参照） 

☆研修期間：平成２４年２月２２日（水）～２月２４日（金）（３日間） 
☆募集定員：１０人 
☆研修の背景：（独）高齢・障害・求職者支援機構職業能力開

発総合大学校では、民間教育訓練機関等の職

業訓練の質の保証と向上への取り組みに支援

することを目的とし、その一環として今般、

民間教育訓練機関等における人材育成の具体

的な支援に一助として内部監査員養成研修カ

リキュラムを新たに開発し、研修コースを立

ち上げたところである。 
平成２２年８月３１日には、非公式教育・訓

練のための学習事業者－サービス事業者向け基本的要求事項として ISO29990 規格が
制定され、民間教育訓練機関等は自らの職業訓練サービスの質の保証と向上に向け新

たな取り組みを展開しているところである。 
厚生労働省は平成２３年１２月２２日に「民間教育訓練機関における職業訓練サービ

スガイドライン」を発し、第９次職業能力開発５カ年基本計画で掲げる民間教育訓練

機関における職業訓練の質保証とその向上への取組みへの支援を重点施策の一つとし

て位置づけている。 
これを受けて、民間教育訓練機関等では、厚生労働省の職業能力開発行政施策として

実施される求職者支援訓練関係、委託訓練関係、教育訓練給付制度関係への事業を担

い、そこにおける職業訓練サービスの質を保証し、質を向上させ、利害関係者の要求・

要望等を確実に履行するとした取り組みが求められているところである。 
☆研修の狙い：今般の研修コースでは、職業訓練を取り巻く様々な規格、基準、制度において、その

ベースとして共通な各職業訓練の業務に相通じた共通の内部監査を行う上で必要とさ

れる、その任にあたる方の職業訓練に係る知識、スキル、コンピンテンスを向上させ、

質の高い職業訓練における内部監査を担える方を養成するとしたものである。 
☆研修参加対象者の要件：民間教育訓練機関等において内部監査の業務に従事している方、あるいは

今後、内部監査業務に従事しようとする方で、内部監査業務の質を保証するために必

要な職業訓練サービスにおける訓練管理・実施運営の職務全般に係る知識の概要、ス

キル、コンピテンスの能力開発を希望する方を主な対象者とする。 
☆研修受講料：職業能力開発総合大学校の規定による。 
☆研修申込先：職業訓練の質保証に係る要員養成協議会事務局 
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（資料９） 

 

（職業訓練の質保証に係る要員養成協議会用参考） 

※この募集要項は、職業訓練の質保証に係る要員養成協議会が開発研究用に作成したものであり、実

際に行われている研修用のためではありません。お取り扱いにつきまして、ご注意いただきますよ

う御願いいたします。 

 

 

 

募 集 要 項 
職業訓練の質保証に係る内部監査員養成研修コース（試行） 

－職業訓練サービスの質向上を目的とした民間教育訓練機関等で活躍する内部監査業務に従事

する方・これから従事しようとする方の職業訓練に係る力量の開発と向上のための研修コース

です！－ 

高齢・障害・求職者雇用支援機構 

職業能力開発総合大学校能力開発研究センター 
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（案内図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

職業訓練の質保証に係る要員養成協議会事務局 

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構 

職業能力開発総合大学校 

能力開発研究センター 開発研究部 

田野倉・山田 

〒２５２－５１９６ 

神奈川県相模原市緑区橋本台４－１－１ 

ＴＥＬ（０４２）７６３－９０４３ 

ＦＡＸ（０４２）７６３－９２６３ 

Ｅ－ｍａｉｌ：s1.tanokura@ js.jeed.or.jp 

h2.yamada@ js.jeed.or.jp 
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（資料１０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業訓練の質保証に係る内部監査員養成研修の手引き 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年２月２２日（水） 
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はじめに 

 

 研修受講生のみなさん、今回は、職業能力開発総合大学校能力開発研究センターが開催する「職業

訓練の質保証に係る内部監査員養成研修」にご参加をいただき、心より厚く御礼を申し上げます。 

 現在、厚生労働省は、2011 年に発表した第 9 次職業能力開発基本計画の中で、国際規格 ISO29990

を踏まえた公共教育訓練機関および民間教育訓練機関等（以下「LSP等」という。）が実施する職業訓

練サービスに関する質の保証・向上の取組みを喫緊の政策課題としています。 

 そして、厚生労働省では平成２３年１２月２２日に民間教育訓練機関の質保証とその向上への取り

組みに対する具体的な支援として「民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン」を発

したところであります。 

 高齢・障害・求職者雇用支援機構（以下「機構」という。）職業能力開発総合大学校（以下「職業大」

という。）では、こうした背景を基に職業訓練サービス分野におけるLSP等が果たす役割が益々大きく

なっていることを勘案し、LSP 等が行う職業訓練の質保証を一層充実・支援することを視野に入れ、

厚生労働省「民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン」を中心として、「内部監査員

養成研修カリキュラム」を新たに開発し、今回の研修の開催となりました。 

 平成２３年１０月１日からは、新たに「職業訓練の実施等による特定求職者の就職の支援に関する

法律」に基づき求職者支援制度が開始され、特定求職者の就職の支援のための基準に適合する職業訓

練を「認定職業訓練」として認定を行い（以下「求職者支援訓練」という。）、特定求職者の職業能力

の開発及び向上を円滑かつ効果的に行うよう求職者支援訓練を行う者に対して助成を行っております。 

 また、都道府県では委託訓練として離職者の方たちの再就職支援とした職業訓練をLSP等に委託し

て行っています。 

 更に、国ではLSP等に委託して個人が行う自己啓発支援として教育訓練給付制度を行っております。 

 こうした背景からLSP等が担う職業訓練は、ますます、重要度を高めており、かつ、様々な訓練受

益者の要望に的確に応えるため、LSP 等が実施する職業訓練サービスの質保証及びその向上への取り

組みは一層の強化が求められています。 

 今回の研修はこうしたLSP等が実施する職業訓練サービスの質保証及びその向上への取り組みに対

して、厚生労働省「民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン」に基づき、重要な役

割、使命、任務を担うLSP等の内部監査員の養成をもって、支援することをねらいとした研修です。 

 この研修の手引きは、みなさまの研修期間中における研修全般に係るご案内と研修受講に係るお願

い等の概略を簡単に記したものですが、是非とも、ご利用ください。 

 今回の研修は３日間という短期間ではございますが、相当に内容が盛りだくさんとなっております。

どうぞ、研修参加者のみなさまにおかれましては、研修期間中、ご健康にはくれぐれもご留意いただ

き、職業訓練事業の内部監査の業務に必要とされる職業訓練に係る専門能力及び内部監査の知識等を

しっかりと修得していただき、研修修了後、職場における内部監査をより実のある充実した内容とし

て内部監査業務に当たっていただき、LSP 等の職業訓練サービスの質保証とその向上への取り組みに

貢献いただけることを祈念しております。 

 

                         高齢・障害・求職者雇用支援機構 

                         職業能力開発総合大学校長 
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１．研修コース名 

職業訓練の質保証に係る内部監査員養成研修コース 
 
２．研修場所 

（独）高齢・障害・求職者支援機構職業能力開発総合大学校能力開発研究センター（案内図参照） 

 
３．研修期間 

平成２４年２月２２日（水）～２月２４日（金）（３日間） 
 

４．募集定員 

１０人 
 

５．研修の背景 

（独）高齢・障害・求職者支援機構職業能力開発総合大学校では、民間教育訓練機関等の職業訓練

の質の保証と向上への取り組みに支援することを目的とし、その一環として今般、民間教育訓練機関

等における人材育成の具体的な支援の一助として内部監査員養成研修カリキュラムを新たに開発し、

研修コースを立ち上げたところである。 

平成２２年８月３１日には、非公式教育・訓練のための学習事業者－サービス事業者向け基本的要

求事項として ISO29990 規格が制定され、民間教育訓練機関等は自らの職業訓練サービスの質の保証

と向上に向け新たな取り組みを展開しているところである。 

厚生労働省は平成２３年１２月２２日に「民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライ

ン」を発し、第９次職業能力開発５カ年計画で掲げる民間教育訓練機関における職業訓練の質保証と

その向上への取組みへの支援を重点施策の一つとして位置づけている。 

これを受けて、民間教育訓練機関等では、厚生労働省の職業能力開発行政施策として実施される求

職者支援訓練関係、委託訓練関係、教育訓練給付制度関係への事業を担い、そこにおける職業訓練サ

ービスの質を保証し、質を向上させ、利害関係者の要求・要望等を確実に履行するとした取り組みが

求められているところである。 
 

６．研修の狙い 

今般の研修コースでは、職業訓練を取り巻く様々な規格、基準、制度において、そのベースとして

共通な各職業訓練の業務に相通じた共通の内部監査を行う上で必要とされる、その任にあたる方の職

業訓練に係る知識、スキル、コンピンテンスを向上させ、質の高い職業訓練における内部監査を担え

る方を養成するとしたものである。 
 

７．研修参加対象者の要件 

民間教育訓練機関等において内部監査の業務に従事している方、あるいは今後、内部監査業務に従

事しようとする方で、内部監査業務の質を保証するために必要な職業訓練サービスにおける訓練管

理・実施運営の職務全般に係る知識の概要、スキル、コンピテンスの能力開発を希望する方を主な対

象者とする。 
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11．講師リスト ･･････････････････････････････････････････････････････････････   ４ 

12．欠席、遅刻、早退、中抜けの届け出について ････････････････････････････････   ５ 

13．座席表 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････   ６ 

14．諸注意 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････   ６ 

15．研修目標、教科目別目標、狙い、内容、チェックポイント、厚生労働省民間教育訓練機

関における職業訓練サービスガイドライン」との相関等に係る紹介について 

･････････････   ７ 
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８．研修スケジュール 

研修スケジュールは、次のとおりです。 
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９．日課時限について 

日課時限については、次の表のとおりです。 

 

日 課 時 限 表 

 

１時限       ９：００～  ９：５５ 

２時限     １０：００～１０：５５ 

３時限     １１：００～１１：５５ 

昼  食 

４時限     １３：００～１３：５５ 

５時限     １４：００～１４：５５ 

６時限     １５：００～１５：５５ 

７時限    １６：００～１６：５５ 

 

10．受講者一覧 

受講者のみなさまの一覧は次のとおりです。 

表の中の番号は、研修中の受講者のみなさまのそれぞれの番号ですので、しっかりとご確認をお願

いします。 

受 講 者 一 覧 

受講者 
番号 

氏名 性別 所 属 先 

No.1    

No.2    

No.3    

No.4    

No.5    

No.6    

No.7    

No.8    

No.9    

No.10    

No.11    
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８．研修スケジュール 

研修スケジュールは、次のとおりです。 
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11．講師リスト 

今回の研修に係る講師については、次のとおりです。 

職業訓練の質保証に係る内部監査員養成試行研修講師リスト 

担 当 教 科 目  名 講師名及び所属 内/外 担当日時 

１．オリエンテーション 事務局 

 田野倉、山田他 
部内 

2/22 

9:00～9:20 

２．職業訓練の質保証を取り巻く現状と具体的

事例 

機構本部公共職業訓練部 

 後藤 康孝 調査役 
部内 

2/22 

9:20～10:00 

３．職業訓練に係る施設管理と訓練管理の概要

とそのチェックポイント 

浜松職能短大 

 持木 弘之 校長 
部内 

2/22 

10:00～11:00 

４．厚生労働省策定による民間教育訓練機関に

おける職業訓練サービスガイドラインの

概要とそれに基づき質の高い職業訓練ｻｰ 

ﾋﾞｽを確保する上での課題の抽出 

厚生労働省 

職業能力開発局 

総務課基盤整備室 

 佐藤 誠 室長補佐 

部外 
2/22 

11:00～12:00 

５．ケーススタディ：職業訓練業務ﾌﾟﾛｾｽ、－

求職者を対象とした訓練コース（委託訓練

、求職者支援訓練）に係るPDCAｻｲｸﾙの紹介

＆検証－ 

機構本部求職者支援訓練部 

能力評価課 

 磯部 真一郎 専門役 
部内 

2/22 

13:00～14:00 

６．訓練ニーズの把握と分析の概要とそのチェ

ックポイント 

職業大能開専門学科 

 小原 哲郎 教授 
部内 

2/22 

14:00～15:30 

７．コース開発の概要とそのチェックポイント 職業大能開専門学科 

 村上 智広 准教授 
部内 

2/22 

15:30～17:00 

８．カリキュラム開発の概要とそのチェックポ

イント 

職業大能開専門学科 

 松本 和重 助教 
部内 

2/23 

9:00～11:00 

９．教材開発の概要とそのチェックポイント 職業大能開専門学科 

 村上 智広 准教授 
部内 

2/23 

11:00～12:00 

10．講師の役割と資質の概要とそのチェックイ

ント 

職業大能開専門学科 

 谷口 雄治 准教授 
部内 

2/23 

13:00～15:00 

11．内部監査の概要 ＪＱＡ 

 森廣 義和 理事 
部外 

2/23 

15:00～17:00 

12．評価の概要とそのチェックポイント 職業大能開専門学科 

 谷口 雄治 准教授 
部外 

2/24 

9:00～10:00 

13．チーム力、プレゼンテーションスキル、コ

ミニケーションスキル＆ビジネスマナー 

職業大能研センター 

 田野倉 悟 部長 
部内 

2/24 

10:00～12:00 

14．ケーススタディ：内部監査に必用な取組み 

（個別演習） 

ＪＳＡ 登録審査事業部 

ｶｽﾀﾏｰｻｰﾋﾞｽﾕﾆｯﾄ 

営業ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 佐藤 哲也 ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

部外 
2/24 

13:00～15:00 

15．総合評価試験 事務局 

 田野倉、山田他 
部内 

2/24 

15:00～16:00 

16．受講者満足度調査 

（意見交換及びアンケート） 

事務局          

 田野倉、山田他 
部内 

2/24 

16:00～16:45 

17．修了式 事務局 

 田野倉、山田他 
部内 

2/24 

16:45～17:00 
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12．欠席、遅刻、早退、中抜けの届け出について 

欠席、遅刻、早退、中抜けの届け出については、次の表のとおりです。 

研修担当者へ提出してください。 

 

 

 

（欠席・遅刻・早退・中抜け届け出表） 

 

職業能力開発総合大学校長 殿 

 

私、    は、以下のとおり（欠席・遅刻・早退・中抜け）について届け出ますので、

よろしくお取り計らいくださいますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

受講者氏名：  届け出日：平成  年  月  日 
 

対象研修日時：平成  年  月  日   ：  ～  ： 

（届け出理由）   

 

 

 

（記入例） 

（欠席・遅刻・早退・中抜け届け出表） 

 

職業能力開発総合大学校長 殿 

 

私、研修太郎は、以下のとおり（欠席・遅刻・早退・中抜け）について届け出ますので、

よろしくお取り計らいくださいますようお願いいたします。 
 

 
受講者氏名：研修 太郎  届け出日：平成２４年２月２２日 

 
対象研修日時：平成２４年２月２３日 １３：００～１７：００ 

（届け出理由） 風邪のため  

 

 

  

切り取り 

切り取り 
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11．講師リスト 

今回の研修に係る講師については、次のとおりです。 

職業訓練の質保証に係る内部監査員養成試行研修講師リスト 

担 当 教 科 目  名 講師名及び所属 内/外 担当日時 

１．オリエンテーション 事務局 

 田野倉、山田他 
部内 

2/22 

9:00～9:20 

２．職業訓練の質保証を取り巻く現状と具体的

事例 

機構本部公共職業訓練部 

 後藤 康孝 調査役 
部内 

2/22 

9:20～10:00 

３．職業訓練に係る施設管理と訓練管理の概要

とそのチェックポイント 

浜松職能短大 

 持木 弘之 校長 
部内 

2/22 

10:00～11:00 

４．厚生労働省策定による民間教育訓練機関に

おける職業訓練サービスガイドラインの

概要とそれに基づき質の高い職業訓練ｻｰ 

ﾋﾞｽを確保する上での課題の抽出 

厚生労働省 

職業能力開発局 

総務課基盤整備室 

 佐藤 誠 室長補佐 

部外 
2/22 

11:00～12:00 

５．ケーススタディ：職業訓練業務ﾌﾟﾛｾｽ、－

求職者を対象とした訓練コース（委託訓練

、求職者支援訓練）に係るPDCAｻｲｸﾙの紹介

＆検証－ 

機構本部求職者支援訓練部 

能力評価課 

 磯部 真一郎 専門役 
部内 

2/22 

13:00～14:00 

６．訓練ニーズの把握と分析の概要とそのチェ

ックポイント 

職業大能開専門学科 

 小原 哲郎 教授 
部内 

2/22 

14:00～15:30 

７．コース開発の概要とそのチェックポイント 職業大能開専門学科 

 村上 智広 准教授 
部内 

2/22 

15:30～17:00 

８．カリキュラム開発の概要とそのチェックポ

イント 

職業大能開専門学科 

 松本 和重 助教 
部内 

2/23 

9:00～11:00 

９．教材開発の概要とそのチェックポイント 職業大能開専門学科 

 村上 智広 准教授 
部内 

2/23 

11:00～12:00 

10．講師の役割と資質の概要とそのチェックイ

ント 

職業大能開専門学科 

 谷口 雄治 准教授 
部内 

2/23 

13:00～15:00 

11．内部監査の概要 ＪＱＡ 

 森廣 義和 理事 
部外 

2/23 

15:00～17:00 

12．評価の概要とそのチェックポイント 職業大能開専門学科 

 谷口 雄治 准教授 
部外 

2/24 

9:00～10:00 

13．チーム力、プレゼンテーションスキル、コ

ミニケーションスキル＆ビジネスマナー 

職業大能研センター 

 田野倉 悟 部長 
部内 

2/24 

10:00～12:00 

14．ケーススタディ：内部監査に必用な取組み 

（個別演習） 

ＪＳＡ 登録審査事業部 

ｶｽﾀﾏｰｻｰﾋﾞｽﾕﾆｯﾄ 

営業ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 佐藤 哲也 ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

部外 
2/24 

13:00～15:00 

15．総合評価試験 事務局 

 田野倉、山田他 
部内 

2/24 

15:00～16:00 

16．受講者満足度調査 

（意見交換及びアンケート） 

事務局          

 田野倉、山田他 
部内 

2/24 

16:00～16:45 

17．修了式 事務局 

 田野倉、山田他 
部内 

2/24 

16:45～17:00 
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13．座席表 

座席表は次のとおりです。 

 

 

講師机 

 

 No.１      No.２  No.３      No.４  

 

 No.５      No.６  No.７      No.８  

 

 No.９     No.10  No.11     No.12  

 

 
研修担当者席 

 

 

 

 

14．諸注意 

・喫煙については、新設内の所定の場所で喫煙をお願いします。 

・自動車をご利用になられる方は、研修担当者へ報告（口頭でけっこうです）を行い駐車場の使用

許可を得てください。 

・昼食については、学生食堂をご利用いただけます。（場所は、別紙施設内案内図を参照してくだ

さい） 

・飲み物の自動販売機は、本館１階脇にございます。（場所は、別紙施設内案内図を参照してくだ

さい） 

・研修室内での飲食はお控え願います。 

・研修受講中は、携帯電話をサイレントモードにするか、電源をお切りください。 

・貴重品の管理につきましては、自己責任において管理いただきますようお願いいたします。 

・受講生所属先・関係者からの連絡については、緊急な場合を除き、受講生連絡掲示板へ掲示しま

すので、各自により確認をお願いします。  
・その他、なにかありましたら遠慮なく、研修担当者へ相談いただければ幸いです。 
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15．研修目標、教科目別目標、狙い、内容、チェックポイント、厚生労働省「民間教育訓練機関にお

ける職業訓練サービスガイドライン」との相関等に係る紹介について 

 

今回の研修の主な内容については次のとおりです。参照して下さい。 

 

（１）今般の内部監査員養成研修の目標設定（仕上がり像）について 

 

 

（２）今般の内部監査員養成研修の教科目の構成及び編成について 
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13．座席表 

座席表は次のとおりです。 

 

 

講師机 

 

 No.１      No.２  No.３      No.４  

 

 No.５      No.６  No.７      No.８  

 

 No.９     No.10  No.11     No.12  

 

 
研修担当者席 

 

 

 

 

14．諸注意 

・喫煙については、新設内の所定の場所で喫煙をお願いします。 

・自動車をご利用になられる方は、研修担当者へ報告（口頭でけっこうです）を行い駐車場の使用

許可を得てください。 

・昼食については、学生食堂をご利用いただけます。（場所は、別紙施設内案内図を参照してくだ

さい） 

・飲み物の自動販売機は、本館１階脇にございます。（場所は、別紙施設内案内図を参照してくだ

さい） 

・研修室内での飲食はお控え願います。 

・研修受講中は、携帯電話をサイレントモードにするか、電源をお切りください。 

・貴重品の管理につきましては、自己責任において管理いただきますようお願いいたします。 

・受講生所属先・関係者からの連絡については、緊急な場合を除き、受講生連絡掲示板へ掲示しま

すので、各自により確認をお願いします。  
・その他、なにかありましたら遠慮なく、研修担当者へ相談いただければ幸いです。 
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（３）研修カリキュラムについて 
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（４）各研修教科目の概要 

教科目別の目標設定、狙い、内容、講義形態、主なチェックポイント及び各教科目におけ

る厚生労働省「民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン」の活用の促進・普

及について①から⑭までにその詳細を示したので、参照してください。 

①オリエンテーション 

研修項目名 オリエンテーション 時間 20分 

研修目標 研修の目的、意義、内容、遵守事項を理解することを目標とする。 

研修のねらい 
研修がスムースに行われるよう研修の意義、目的、内容、遵守事項を把握す

る。 

研修の主な内容 

・研修担当者の紹介 

・研修参加者一覧について 

・研修の目的、意義について 

・研修スケジュールについて 

・日課スケジュールについて  

・各教科目の研修内容について  

・民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドラインについて 

・講師一覧について 

・教材一覧について 

・座席表について 

・研修者名札について 

・研修日誌について 

・出席、欠席、遅刻、早退、中抜けの届けについて 

・総合評価試験について 

・意見交換とアンケート調査協力について 

・諸注意について（貴重品の管理、喫煙場所、自販機場所、食堂等、その他

） 

研修形態 集合講義形式 

 

  

 

- 204 - 
 

（３）研修カリキュラムについて 
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②職業訓練の質保証を取り巻く現状と具体的事例 

研修項目名 職業訓練の質保証を取り巻く現状と具体的事例 時間 40分 

研修目標 
職業訓練の質保証を取り巻く現状と課題、その対策について理解することを

目標とする。 

研修のねらい 

現在の日本社会における職業訓練の果たすべき役割を知り、そのために職業

訓練が果たすべき役割、任務、使命に基づき、質保証を取り巻く現状と課題

、その対策について、具体的な職業訓練の事例を交えてしっかりと把握し、

理解を深めること。 

研修の主な内容 

・現在の日本の社会・経済・雇用情勢と課題について 

・職業訓練の果たすべき役割、任務、使命について 

・各種職業訓練にかかる規定、規則、制度等を具体的な事例に基づき、その

内容や手段、目標等について紹介を行い、それぞれの職業訓練の質保証に

ついて考える。 

研修形態 集合講義形式 

 

【厚生労働省｢民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン｣への対応】 

（ガイドライン本文） 

第１章 一般 

１.１ ガイドラインの位置づけ(p2) 

１.２ ガイドラインの利用を想定する対象者(p2) 

１.３ ガイドラインを活用する視点(p2) 

「職業訓練サービスの質の向上のための取り組み例」を活用する。 

 

【主なチェックポイント】 

チェックポイント 理由 

１．事業目標の設定 規定、規則、制度等の遵守 

２．事業計画の設定 規定、規則、制度等の遵守 

３．事業全般に係る内容や手段 規定、規則、制度等の遵守 

４．質保証を取り巻く現状と監査計画の内容の一

致 

質保証の均一性 
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③職業訓練に係る施設管理と訓練管理の概要とそのチェックポイント 

研修項目名 
職業訓練に係る施設管理と訓練管理の概要と 

そのチェックポイント 
時間 60分 

研修目標 

職業訓練サービスの質を保証するために必要な訓練環境に係る施設整備管

理、訓練機器等整備管理、受講生管理、安全衛生管理等について各種規定、

規則、制度等に準拠した職業訓練施設全般に係る管理運営について理解する

ことを目標とする。 

研修のねらい 

訓練受益者の要求・要望に確実に応えるための各種職業訓練事業を効果効率

よく遂行するために必要な施設整備管理のあり方、訓練機器等整備管理のあ

り方、受講生管理のあり方、安全衛生管理のあり方などについての能力開発

を行う。 

研修の主な内容 

・組織内における各種事業実績報告の重要性と牽制体制（モニタリング）の

充実について 

・各種法令（建築基準法（スペース、耐震、照明等）、安全衛生法（避難路、

安全通路、ガス、電気、水道、トイレ等）、道路交通法（駐車場、駐輪場、

各種標識の設置など）に基づく施設全般に係る関係機関への届け出、審査

等を含んだ整備管理・報告について 

・各種法令（各種有資格者の配置、機器等に係る関係機関への届け出、審査

、法定点検整備、日常安全点検整備、）に基づく機器等全般に係る整備管

理・報告について 

・薬物等の管理点検・報告について 

・受講者の台帳管理（入所、修了、就職等）について 

・職員及び受講者のメンタルヘルスケアーについて 

・各種安全衛生に係る法令に基づく安全衛生管理（緊急時における避難 経

路の周知、安全管理組織図の作成、緊急時連絡表の作成、消防避難 訓練

の計画・実施、交通安全指導の計画・実施等）について 

・文書管理について 

・個人情報管理について 

研修形態 集合講義形式 
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②職業訓練の質保証を取り巻く現状と具体的事例 

研修項目名 職業訓練の質保証を取り巻く現状と具体的事例 時間 40分 

研修目標 
職業訓練の質保証を取り巻く現状と課題、その対策について理解することを

目標とする。 

研修のねらい 

現在の日本社会における職業訓練の果たすべき役割を知り、そのために職業

訓練が果たすべき役割、任務、使命に基づき、質保証を取り巻く現状と課題

、その対策について、具体的な職業訓練の事例を交えてしっかりと把握し、

理解を深めること。 

研修の主な内容 

・現在の日本の社会・経済・雇用情勢と課題について 

・職業訓練の果たすべき役割、任務、使命について 

・各種職業訓練にかかる規定、規則、制度等を具体的な事例に基づき、その

内容や手段、目標等について紹介を行い、それぞれの職業訓練の質保証に

ついて考える。 

研修形態 集合講義形式 

 

【厚生労働省｢民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン｣への対応】 

（ガイドライン本文） 

第１章 一般 

１.１ ガイドラインの位置づけ(p2) 

１.２ ガイドラインの利用を想定する対象者(p2) 

１.３ ガイドラインを活用する視点(p2) 

「職業訓練サービスの質の向上のための取り組み例」を活用する。 

 

【主なチェックポイント】 

チェックポイント 理由 

１．事業目標の設定 規定、規則、制度等の遵守 

２．事業計画の設定 規定、規則、制度等の遵守 

３．事業全般に係る内容や手段 規定、規則、制度等の遵守 

４．質保証を取り巻く現状と監査計画の内容の一

致 

質保証の均一性 
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【厚生労働省｢民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン｣への対応】 

（ガイドライン本文） 

第３章 職業訓練サービス 

３.２ 職業訓練サービスの設計(p17) 

３.２.１ 職業訓練サービスの目的及び範囲の明確化(p17) 

３.２.２ モニタリング方法の明確化(p17) 

３.３ 職業訓練サービスの実施(p22) 

３.３.１ 情報提供等(p22) 

３.３.２ 人的及び物的資源の準備(p23) 

３.４ 職業訓練サービスのモニタリング(p29) 

第４章 民間教育訓練機関のマネジメント 

４.７ 見直し及び改善(p47) 

４.７.１ 受講者からの意見及び要望当への対応(p47) 

 

【主なチェックポイント】 

チェックポイント 理由 

１．経営戦略、経営方針 経営管理 

２．事業方針・事業目標 事業目標管理 

３．各種事業実績報告について 事業目標管理 

４．施設管理、機器等整備管理、安全衛生管理等

に係る関係法令の一覧 

監査の質と均一性 

５．施設整備管理に係る各種法令遵守事項 法令遵守 

６．機器等整備管理に係る各種法令遵守事項 法令遵守 

７．安全衛生管理に係る各種法令遵守事項 法令遵守 

８．受講生管理における各種台帳管理 規定、規則、制度等の遵守 

９．最低必要限の監査項目を網羅 監査の質と均一性 

10．マネジメントシステムの構築 監査の質と均一性 

11．職務の責任と権限 監査の質と均一性 

12．財務管理 監査の質と均一性 

13．人事管理 監査の質と均一性 

14．リスク管理、苦情対応 監査の質と均一性 

15．教職員の人材育成 監査の質と均一性 

16．個人情報管理 監査の質と均一性 
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 ④厚生労働省策定による民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドラインの概要とそ

れに基づき質の高い職業訓練サービスを確保する上での課題の抽出 

研修項目名 

厚生労働省策定による民間教育訓練機関における職業訓

練サービスガイドラインの概要とそれに基づき質の高い

職業訓練サービスを確保する上での課題の抽出 
時間 60分 

研修目標 
民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドラインについて理解す

る。 

研修のねらい 
民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドラインの構成及び主要

項目についての能力開発を行う。 

研修の主な内容 

・民間職業訓練機関における職業訓練サービスガイドラインの位置付け 

・（職業訓練）ニーズ等の明確化 

・サービスの設計 

・サービスの実施 

・サービスのモニタリング 

・サービスの評価 

・マネジメントシステムの確立 

・事業戦略及び計画 

・コミュニケーションマネジメント 

・記録及び文書管理 

・財務管理及びリスク管理 

・人事管理及び人的・物的資源の管理 

・見直し及び改善 

・教育訓練機関等が取り組む質保証のケーススタディ、課題解決実習（事例

検討） 

・内部監査 

・予防処置及び是正処置 

・質保証の取り組み好事例の紹介 

・自己診断表の紹介 

研修形態 集合講義形式 

 

【厚生労働省｢民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン｣への対応】 

民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン全般に渡ります。 
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【厚生労働省｢民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン｣への対応】 

（ガイドライン本文） 

第３章 職業訓練サービス 

３.２ 職業訓練サービスの設計(p17) 

３.２.１ 職業訓練サービスの目的及び範囲の明確化(p17) 

３.２.２ モニタリング方法の明確化(p17) 

３.３ 職業訓練サービスの実施(p22) 

３.３.１ 情報提供等(p22) 

３.３.２ 人的及び物的資源の準備(p23) 

３.４ 職業訓練サービスのモニタリング(p29) 

第４章 民間教育訓練機関のマネジメント 

４.７ 見直し及び改善(p47) 

４.７.１ 受講者からの意見及び要望当への対応(p47) 

 

【主なチェックポイント】 

チェックポイント 理由 

１．経営戦略、経営方針 経営管理 

２．事業方針・事業目標 事業目標管理 

３．各種事業実績報告について 事業目標管理 

４．施設管理、機器等整備管理、安全衛生管理等

に係る関係法令の一覧 

監査の質と均一性 

５．施設整備管理に係る各種法令遵守事項 法令遵守 

６．機器等整備管理に係る各種法令遵守事項 法令遵守 

７．安全衛生管理に係る各種法令遵守事項 法令遵守 

８．受講生管理における各種台帳管理 規定、規則、制度等の遵守 

９．最低必要限の監査項目を網羅 監査の質と均一性 

10．マネジメントシステムの構築 監査の質と均一性 

11．職務の責任と権限 監査の質と均一性 

12．財務管理 監査の質と均一性 

13．人事管理 監査の質と均一性 

14．リスク管理、苦情対応 監査の質と均一性 

15．教職員の人材育成 監査の質と均一性 

16．個人情報管理 監査の質と均一性 
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⑤ケーススタディ：職業訓練業務プロセス、－求職者を対象とした訓練コース（委託訓練、求職

者支援訓練）に係るPDCAサイクルの紹介＆検証－ 

研修項目名 

ケーススタディ：職業訓練業務プロセス、－求職者を対象

とした訓練コース（委託訓練、求職者支援訓練）に係る 

PDCAサイクルの紹介＆検証－ 

時間 60分 

研修目標 

求職者を対象とした 訓練の業務プロセスに係る主たる業務項目について洗

い出しを行い、大まかな業務のプロセスについて理解することを目標とする

。 

研修のねらい 
職業訓練の質を保証するために、内部監査を担う上で必要な職業訓練の種類

と業務プロセスをしっかりと把握する。 

研修の主な内容 

民間教育訓練機関が離職者を対象とした職業訓練業務プロセスについて業

務項目をPDCAサイクルとして、職業訓練サービス業務における重点業務への

理解を深める。 

委託訓練あるは求職者支援訓練よりPDCAサイクルの事例を上げ、検証を行っ

てみる。 

研修形態 集合講義形式 

 

【厚生労働省｢民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン｣への対応】 

（ガイドライン本文） 

第２章 定義(p6) 

２.３ 用語の定義(p6) 
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⑥ニーズの把握と分析の概要とそのチェックポイント 

研修項目名 ニーズの把握と分析の概要とそのチェックポイント 時間 90分 

研修目標 ニーズの把握と分析に係る専門知識を高めることを目標とする。 

研修のねらい 
ニーズの把握と分析の職務に係る内容、質とレベルが十分なものであるかど

うか、確実に監査業務のできる能力開発を行う。 

研修の主な内容 

・ニーズの把握について、ニーズとは、その目的、役割、種類、重要性、必

要性等について 

・具体的なニーズの把握に係る各種調査方法及び手法について 

・ニーズの把握にあたって注意点及び留意事項について 

・ニーズの調査結果に係る分析の目的、役割、重要性、必要性等について 

・ニーズの調査結果に係る分析（ニーズと需要・供給手段）の手法とそのレ

ベルについて 

・訓練規模について 

・再調査の可否について 

・継続調査の有効性について 

研修形態 集合講義形式 

 

【厚生労働省｢民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン｣への対応】 

（ガイドライン本文） 

第３章 職業訓練サービス 

３.１ 職業訓練ニーズの明確化(p12) 

３.１.１ ニーズ等の把握(p12) 

３.１.２ 把握したニーズ等の取扱い上の留意点(p14) 

 

【主なチェックポイント】 

チェックポイント 理由 

１．的確な情報収集の実施の可否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

２．ニーズ調査の対象選択の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

３．ニーズ調査の手法の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

４．収集した情報の内容、質、レベル、量 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

５．分析手法の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

６．分析結果（ニーズと需要・供給手段）の内容、

質、レベル 

職業訓練サービスの質、レベルの保証 

７．訓練規模の設定の妥当性 経営視点 

８．記録の作成と管理 経営視点 

 

- 210 - 
 

⑤ケーススタディ：職業訓練業務プロセス、－求職者を対象とした訓練コース（委託訓練、求職

者支援訓練）に係るPDCAサイクルの紹介＆検証－ 

研修項目名 

ケーススタディ：職業訓練業務プロセス、－求職者を対象

とした訓練コース（委託訓練、求職者支援訓練）に係る 

PDCAサイクルの紹介＆検証－ 

時間 60分 

研修目標 

求職者を対象とした 訓練の業務プロセスに係る主たる業務項目について洗

い出しを行い、大まかな業務のプロセスについて理解することを目標とする

。 

研修のねらい 
職業訓練の質を保証するために、内部監査を担う上で必要な職業訓練の種類

と業務プロセスをしっかりと把握する。 

研修の主な内容 

民間教育訓練機関が離職者を対象とした職業訓練業務プロセスについて業

務項目をPDCAサイクルとして、職業訓練サービス業務における重点業務への

理解を深める。 

委託訓練あるは求職者支援訓練よりPDCAサイクルの事例を上げ、検証を行っ

てみる。 

研修形態 集合講義形式 

 

【厚生労働省｢民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン｣への対応】 

（ガイドライン本文） 

第２章 定義(p6) 

２.３ 用語の定義(p6) 
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９．ニーズの把握にあたって注意点及び留意事項

について 

職業訓練サービスの質、レベルの保証 
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⑦コース開発の概要とそのチェックポイント 

研修項目名 コース開発の概要とそのチェックポイント 時間 90分 

研修目標 
職業訓練受益者のニーズに対するコース開発に係る専門知識を高めること

を目標とする。 

研修のねらい 
コース開発の職務に係る内容、質とレベルが十分なものであるかどうか、確

実に監査業務のできる能力開発を行う。 

研修の主な内容 

・コース開発の目的、意義、重要性、必要性について 

・ニーズに適合したコース開発の手法について 

・コース開発のプロセス（手順）とその実際（コース開発事例）について 

・コース開発にあたって注意点及び留意事項について 

・コースとニーズの適合性について 

・コースの内容、質とレベルについて 

研修形態 集合講義形式 

 

【厚生労働省｢民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン｣への対応】 

（ガイドライン本文） 

第３章 職業訓練サービス 

３.１ 職業訓練ニーズ等の明確化(p12) 

３.１.１ ニーズ等の把握(p12) 

３.１.２ 把握したニーズ等の取扱い上の留意点(p14) 

３.２ 職業訓練サービスの設計(p17) 

３.２.１ 職業訓練サービスの目的及び範囲の明確化(p17) 

３.２.２ モニタリング方法の明確化(p17) 

３.２.３ カリキュラムの作成と見直し(p19) 

３.３ 職業訓練サービスの実施(p22) 

３.３.１ 情報提供等(p22) 

３.３.２ 人的及び物的資源の準備(p23) 

３.３.３ 訓練環境の整備(p25) 

３.３.４ 職業訓練の実施(p26) 

３.４ 職業訓練サービスのモニタリング(p29) 

 

【主なチェックポイント】 

チェックポイント 理由 

１．コース開発の手法の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

２．コース開発の手順の正誤 職業訓練サービスの質、レベルの保証 
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９．ニーズの把握にあたって注意点及び留意事項

について 

職業訓練サービスの質、レベルの保証 
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３．コースとニーズのマッチング 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

４．コースの内容、質、レベル 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

５．記録の管理 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

６．基準、制度、規則との整合性 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

７．コースと訓練目標、訓練項目との整合 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

８．コースと目的、対象者、規模等の整合 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

９．コース開発にあたって注意点及び留意事項に

ついて 

職業訓練サービスの質、レベルの保証 
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⑧カリキュラム開発の概要とそのチェックポイント 

研修項目名 カリキュラム開発の概要とそのチェックポイント 時間 120分 

研修目標 
職業訓練受益者のニーズに適合した訓練コースに対するカリキュラム開発

に係る専門知識を高めることを目標とする。 

研修のねらい 
カリキュラム開発の職務に係る内容、質とレベルが十分なものであるかど

うか、確実に監査業務のできる能力開発を行う。 

研修の主な内容 

・職業訓練受益者のニーズに適合した訓練目標の設定について 

・職業訓練受益者のニーズに適合した訓練内容（教科目）の設定について 

・職業訓練受益者のニーズに適合した訓練教科目別の目標の設定について 

・職業訓練受益者のニーズに適合した訓練教科細目の設定について 

・訓練期間の設定について 

・訓練時間の設定について 

・カリキュラム開発のプロセス（手順）とその実際（カリキュラム開発事例

）について 

・職務分析手法について 

・カリキュラム開発にあたって注意点及び留意事項について 

研修形態 集合講義形式 

 

【厚生労働省｢民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン｣への対応】 

（ガイドライン本文） 

第３章 職業訓練サービス 

３.２ 職業訓練サービスの設計(p17) 

３.２.１ 職業訓練サービスの目的及び範囲の明確化(p17) 

３.２.２ モニタリング方法の明確化(p17) 

３.２.３ カリキュラムの作成と見直し(p19) 

 

【主なチェックポイント】 

チェックのポイント 理由 

１．ニーズに適合した訓練目標の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

２．訓練目標に適合した教科目設定の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

３．教科目の内容、質、レベル設定の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

４．教科細目の設定の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

５．訓練期間の設定の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

６．訓練時間の設定の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

７．記録管理 職業訓練サービスの質、レベルの保証  
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３．コースとニーズのマッチング 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

４．コースの内容、質、レベル 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

５．記録の管理 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

６．基準、制度、規則との整合性 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

７．コースと訓練目標、訓練項目との整合 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

８．コースと目的、対象者、規模等の整合 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

９．コース開発にあたって注意点及び留意事項に

ついて 

職業訓練サービスの質、レベルの保証 
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８．規則、規定、制度との整合 職業訓練サービスの質、レベルの保証  

９．カリキュラムの管理 職業訓練サービスの質、レベルの保証  

10．カリキュラムのレビュー 職業訓練サービスの質、レベルの保証  

11．訓練項目の策定方法 職業訓練サービスの質、レベルの保証  

12．モニタリングシステムの構築 職業訓練サービスの質、レベルの保証  

13．カリキュラム開発にあたって注意点及び留意

事項について 

職業訓練サービスの質、レベルの保証 
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⑨教材開発の概要とそのチェックポイント 

研修項目名 教材開発の概要とそのチェックポイント 時間 60分 

研修目標 職業訓練受益者の訓練に適合した訓練コースに対する教材開発に係る専門

知識を高めることを目標とする。 

研修のねらい 教材開発の職務に係る内容、質とレベルが十分なものであるかどうか、確実

に監査業務のできる能力開発を行う。 

研修の主な内容 ・教材開発の目的、意義、重要性、必要性、有効性について 

・教材の種類と役割について 

・教材開発の手法について 

・教材開発のプロセス(手順)とその実際(教材開発事例）ついて 

・教材開発にあたって注意点及び留意事項について 

・コースと教材の適合性について 

・教材の内容、質とレベルについて 

研修形態 集合講義形式 

 

【厚生労働省｢民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン｣への対応】 

（ガイドライン本文） 

第３章 職業訓練サービス 

３.１.２ 把握したニーズ等の取扱い上の留意点(p14)  

 

【主なチェックポイント】 

チェックポイント 理由 

１．教科目の目標に適合した教材の質、レベル、

量等の良否 

職業訓練サービスの質、レベルの保証 

２．教材の種類と選択の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

３．教材の内容の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

４．教材の適材適所による活用 職業訓練サービスの質、レベルの保証  

５．教材の価格 訓練受益者への配慮 

６．記録管理 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

７．教材のレビュー 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

８．安全衛生 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

９．モニタリングシステムの構築 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

10．教材開発にあたって注意点及び留意事項に

ついて 

職業訓練サービスの質、レベルの保証 
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８．規則、規定、制度との整合 職業訓練サービスの質、レベルの保証  

９．カリキュラムの管理 職業訓練サービスの質、レベルの保証  

10．カリキュラムのレビュー 職業訓練サービスの質、レベルの保証  

11．訓練項目の策定方法 職業訓練サービスの質、レベルの保証  

12．モニタリングシステムの構築 職業訓練サービスの質、レベルの保証  

13．カリキュラム開発にあたって注意点及び留意

事項について 

職業訓練サービスの質、レベルの保証 
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⑩講師の役割と資質の概要とそのチェックポイント 

研修項目名 講師の役割と資質の概要とそのチェックポイント 時間 120分 

研修目標 
職業訓練受益者のニーズに適合した訓練コースに対する講師の役割と資質

等に係る専門知識を高めることを目標とする。 

研修のねらい 
講師の職務に係る内容、質とレベルが十分なものであるかどうか、確実に監

査業務のできる能力開発を行う。 

研修の主な内容 

・講師の役割、意義、重要性、必要性について 

・講師の公平性、平等性、透明性、正当性、妥当性、客観性、信頼性、経済

性について  

・講師に必要な資質について 

・講師の具備すべき指導能力について 

・講師に求められる様々な訓練準備について 

・講師が担う訓練事務処理（出欠席管理、訓練記録、指導要録等）について 

・指導のプロセス（手順）とその実際（指導事例）について  

・指導にあたって注意点及び留意事項について  

・コースと講師の専門性の適合について  

・指導の内容、質とレベルについて  

・就職相談・支援評価について 

・生活指導評価について 

研修形態 集合講義形式 

 

【厚生労働省｢民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン｣への対応】 

（ガイドライン本文） 

第３章 職業訓練サービス 

３.３ 職業訓練サービスの実施(p22) 

３.３.１ 情報提供等(p22) 

３.３.２ 人的及び物的資源の準備(p23) 

３.３.３ 訓練環境の整備(p25) 

３.３.４ 職業訓練の実施(p26) 

３.４ 職業訓練サービスのモニタリング(p29) 

 

第４章 民間教育訓練機関のマネジメント 

４.６ 人事管理並びに人的及び物的資源の管理(p44) 

４.６.１ 人事管理並びに人的及び物的資源の選択、配分及び配置(p44) 

４.６.２ 講師及びスタッフ等の職務遂行のための能力等の管理(p45) 

４.６.３ 講師及びスタッフ等の能力開発等(p46) 
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【主なチェックポイント】 

チェックポイント 理由 

１．指導員免許の有無、同等以上の能力の有無 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

２．適材適所への講師の配置の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

３．講師の資質の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

４．専門能力の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

５．指導力に良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

６．各種指導準備の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

７．各種訓練事務処理の良否 組織運営管理・訓練管理・業績評価 

８．指導内容、質、レベルの良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

９．クラス管理能力の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

10．訓練受益者への配慮（就職相談・生活指導対

応）の良否 

職業訓練サービスの質、レベルの保証 

11．訓練受益者への平等、公平、透明に係る良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

12．安全配慮の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

13．講師の階層別研修 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

14．指導にあたって注意点及び留意事項について 職業訓練サービスの質、レベルの保証 
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⑩講師の役割と資質の概要とそのチェックポイント 

研修項目名 講師の役割と資質の概要とそのチェックポイント 時間 120分 

研修目標 
職業訓練受益者のニーズに適合した訓練コースに対する講師の役割と資質

等に係る専門知識を高めることを目標とする。 

研修のねらい 
講師の職務に係る内容、質とレベルが十分なものであるかどうか、確実に監

査業務のできる能力開発を行う。 

研修の主な内容 

・講師の役割、意義、重要性、必要性について 

・講師の公平性、平等性、透明性、正当性、妥当性、客観性、信頼性、経済

性について  

・講師に必要な資質について 

・講師の具備すべき指導能力について 

・講師に求められる様々な訓練準備について 

・講師が担う訓練事務処理（出欠席管理、訓練記録、指導要録等）について 

・指導のプロセス（手順）とその実際（指導事例）について  

・指導にあたって注意点及び留意事項について  

・コースと講師の専門性の適合について  

・指導の内容、質とレベルについて  

・就職相談・支援評価について 

・生活指導評価について 

研修形態 集合講義形式 

 

【厚生労働省｢民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン｣への対応】 

（ガイドライン本文） 

第３章 職業訓練サービス 

３.３ 職業訓練サービスの実施(p22) 

３.３.１ 情報提供等(p22) 

３.３.２ 人的及び物的資源の準備(p23) 

３.３.３ 訓練環境の整備(p25) 

３.３.４ 職業訓練の実施(p26) 

３.４ 職業訓練サービスのモニタリング(p29) 

 

第４章 民間教育訓練機関のマネジメント 

４.６ 人事管理並びに人的及び物的資源の管理(p44) 

４.６.１ 人事管理並びに人的及び物的資源の選択、配分及び配置(p44) 

４.６.２ 講師及びスタッフ等の職務遂行のための能力等の管理(p45) 

４.６.３ 講師及びスタッフ等の能力開発等(p46) 
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⑪内部監査の概要 

研修項目名 内部監査の概要 時間  120分 

研修目標 内部監査の業務を担うにあたり、内部監査に従事する者として内部監査の概

要に係る知識を高めることを目標とする。 

研修のねらい 

 

職業訓練の各種業務に対する内部監査を行う上で、内部監査員としての力量

を開発し、内部監査に係る知識の習得を目標とする。 

研修の主な内容 ・内部監査とは 

・内部監査の役割 

・内部監査の意義 

・内部監査の重要性 

・内部監査の必要性 

・ISO19011 

研修形態 集合講義形式 

 

【厚生労働省｢民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン｣への対応】 

（ガイドライン本文） 

第４章 民間教育訓練機関のマネジメント 

４.７ 見直し改善(p47) 

４.７.１ 受講者等からの意見及び要望等への対応(p47) 

４.７.２ 内部監査(p48) 

４.７.３ 予防処置と是正処置(p48) 

４.７.４ マネジメントシステムの点検(p49) 
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⑫評価の概要とそのチェックポイント 

研修項目名 評価の概要とそのチェックポイント 時間   60分 

研修目標 
職業訓練受益者のニーズに適合した訓練コースに対する評価に係る専門知

識を高めることを目標とする。 

研修のねらい 
評価の職務に係る内容、質とレベルが十分なものであるかどうか、確実に監

査業務のできる能力開発を行う。 

研修の主な内容 

・評価の目的、意義、重要性、必要性、有効性について 

・評価の公平性、平等性、透明性、正当性、妥当性、客観性、信頼性、経済

性について 

・評価の種類と適応、その役割について 

・評価（試験問題の開発等）の手法について 

・評価基準の設定等について 

・評価のプロセス（手順）とその実際（評価開発事例）について 

・評価にあたって注意点及び留意事項について 

・コースと評価の適合性について 

・評価の内容、質とレベルについて 

研修形態 集合講義形式  

 

【厚生労働省｢民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン｣への対応】 

（ガイドライン本文） 

第３章 職業訓練サービス 

３.５ 職業訓練サービスの評価(p31) 

３.５.１ 評価対象及び評価指標等の設定(p31) 

３.５.２ 職業訓練の効果の評価等(p32) 

３.５.３ 職業訓練サービスの効果の評価(p34) 

 

【主なチェックポイント】 

チェックポイント 理由 

１．教科目の目標に適合した評価の質、レベル、

量、整合性等の良否 

職業訓練サービスの質、レベルの保証 

２．評価の種類と選択の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

３．評価の内容の良否 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

４．評価の適材適所による活用 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

５．評価の手法の正誤 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

６．評価の基準の正誤 職業訓練サービスの質、レベルの保証 
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⑪内部監査の概要 

研修項目名 内部監査の概要 時間  120分 

研修目標 内部監査の業務を担うにあたり、内部監査に従事する者として内部監査の概

要に係る知識を高めることを目標とする。 

研修のねらい 

 

職業訓練の各種業務に対する内部監査を行う上で、内部監査員としての力量

を開発し、内部監査に係る知識の習得を目標とする。 

研修の主な内容 ・内部監査とは 

・内部監査の役割 

・内部監査の意義 

・内部監査の重要性 

・内部監査の必要性 

・ISO19011 

研修形態 集合講義形式 

 

【厚生労働省｢民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン｣への対応】 

（ガイドライン本文） 

第４章 民間教育訓練機関のマネジメント 

４.７ 見直し改善(p47) 

４.７.１ 受講者等からの意見及び要望等への対応(p47) 

４.７.２ 内部監査(p48) 

４.７.３ 予防処置と是正処置(p48) 

４.７.４ マネジメントシステムの点検(p49) 
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７．修得度、効果、成果 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

８．評価による改善 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

９．評価計画 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

10．評価の正当性、妥当性、公平性、信頼性、平

等性 

職業訓練サービスの質、レベルの保証 

11．記録管理 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

12．評価にあたって注意点及び留意事項について  職業訓練サービスの質、レベルの保証 
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⑬チーム力 ,プレゼンテーションスキル,コミュニケーションスキル&ビジネスマナー 

研修項目名 
チーム力 ,プレゼンテーションスキル,コミュニケーシ

ョンスキル&ビジネスマナー 
時間 120分 

研修目標 

内部監査を実施する上において、内部監査員に必要とされるチーム力、被内

部監査者への制度説明、内部監査に係る説明等効率良く行えるプレゼンテー

ション能力の開発、そして被内部監査者との合意形成をスムースに進めるた

めのコミュニケーション能力の開発を行うことを目標とする。 

研修のねらい 

チームとは何か、チームを構成する者の心構え等の能力開発、プレゼンテー

ションに必要な準備と確実なプレゼンテーションができる能力の習得、そし

てしっかりとしたコミュニケーションスキル、ビジネスマナーの習得を目標

とする。 

研修の主な内容 

・チーム力の意義、重要性、必要性について 

・研修参加者同士の協働作業を通じて、チームについての考えを参加者自ら

に答えを導き出させ、研修参加者が既に修得しているチーム力への理解を

一層深める。 

・チーム力の答えは、参加者が個々にそれぞれしっかりとして有しているこ

との認識を新たにさせる。 

・プレゼンテーションスキルの意義、重要性、必要性について 

・プレゼンテーションの準備とポイントについて 

・被監査者に対する内部監査を行うにあたっての冒頭の趣旨説明をテーマと

して、研修参加者が各々所属先の実情を加味しながらプレゼンテーション

の準備を行う。 

・研修参加者によるプレゼンテーションへのチャレンジ 

・コミュニケーションスキルの意義、重要性、必要性について 

・コミュニケーションスキルのポイントについて 

・ビジネスマナーの意義、重要性、必要性について 

・ビジネスマナーのポイントについて 

・被監査者に対する内部監査報告を行うにあたって、コミュニケーションや

ビジネスマナーについて、研修参加者が各々所属先の実情を加味しながら

準備を行い、研修参加者間によるコミュニケーションスキルやビジネスマ

ナーへの理解の共有化を図る 

研修形態 集合講義形式 
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７．修得度、効果、成果 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

８．評価による改善 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

９．評価計画 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

10．評価の正当性、妥当性、公平性、信頼性、平

等性 

職業訓練サービスの質、レベルの保証 

11．記録管理 職業訓練サービスの質、レベルの保証 

12．評価にあたって注意点及び留意事項について  職業訓練サービスの質、レベルの保証 
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【厚生労働省「民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン」への対応】 

第３章 職業訓練サービス 

３.１ 職業訓練ニーズ等の明確化(p12) 

３.１.２ 把握したニーズ等の取り扱い上の留意点(p14) 

３.１.２(1) 把握したニーズ等の分析結果の活用(p14) 

第４章 民間教育訓練機関のマネジメント 

４.６.１ 人事管理並びに人的及び物的資源の選択、配分及び配置(p44) 

４.６.２ 講師及びスタッフ等の職務遂行のための能力等の管理(p45) 

※「職業訓練サービスの質の向上のための取り組み例」を活用する。 
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⑭ケーススタディ：内部監査に必用な取り組み（個別演習） 

研修項目名 
ケーススタディ：内部監査に必用な取り組み 

（個別演習） 
時間 120分 

研修目標 
研修全体総括として位置づけ、個々の職場の内部監査に必要な個別演習を行

い、研修のまとめを行う。 

研修のねらい 

研修で養った成果物を活用し、各自の職場に見あった内部監査としてなにを

やるか、個別のケーススタディとして個別演習に取り組み、それを持って、

職場へ復帰した暁にそれぞれの職場における内部監査の取り組みがスムー

スに行える能力の開発を行う。 

研修の主な内容 

「研修全体総括として位置づけ、研修参加者が今般の研修の成果として、内

部監査の業務を担うにあたり、「あなたは、なにを見て、そしてなにを調べ

たいのか、研修を修了して、研修で養った成果物を活用し、各自の職場に見

あった内部監査としてなにをやるか、個別のケーススタディとして個別演習

に取り組み、それを持って、職場へ復帰した暁には、それを活用してそれぞ

れの職場における内部監査の取り組みに活いただき、結果として、自らの職

場における職業訓練の質保証をより確実なものとし、かつ、その向上へ一層

磨きをかけていただくこととする。 

また、個別演習結果については、発表報告を行い、研修参加者間による相乗

効果として、他者の報告を加味し、自らの成果物の質を併せて向上する」と

して、ロールプレイから個別演習へと変更することとした。 

研修形態 
ケーススタディとしての個別演習とする。他の研修参加者は、コメントを作

成し、発表する。（質疑応答を含む） 

 

【厚生労働省「民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン」への対応】 

（ガイドライン本文） 

第４章 民間教育訓練機関のマネジメント 

４.６.１ 人事管理並びに人的及び物的資源の選択、配分及び配置(p44) 

４.６.２ 講師及びスタッフ等の職務遂行のための能力等の管理(p45) 

※１「職業訓練サービスの質の向上のための取り組み例」を活用する。 

※２「民間教育訓練機関における職業訓練サービスの質の向上のための自己診断表」を活用す

る。 
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【厚生労働省「民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン」への対応】 

第３章 職業訓練サービス 

３.１ 職業訓練ニーズ等の明確化(p12) 

３.１.２ 把握したニーズ等の取り扱い上の留意点(p14) 

３.１.２(1) 把握したニーズ等の分析結果の活用(p14) 

第４章 民間教育訓練機関のマネジメント 

４.６.１ 人事管理並びに人的及び物的資源の選択、配分及び配置(p44) 

４.６.２ 講師及びスタッフ等の職務遂行のための能力等の管理(p45) 

※「職業訓練サービスの質の向上のための取り組み例」を活用する。 
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（資料１１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「職業訓練の質保証に係る内部監査員養成試行研修」に 

係るアンケート調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施期間：平成２４年２月２２日（水）～２月２４日（金） 

 

 

 

職業訓練の質保証に係る要員養成協議会・作業部会 

高齢・障害・求職者雇用支援機構 

職業能力開発総合大学校能力開発研究センター 
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はじめに 

 

厚生労働省は、2011 年に発表した第 9 次職業能力開発基本計画の中で、国際規格 ISO29990 を踏ま

えた公共教育訓練機関および民間教育訓練機関等（以下「LSP 等」という。）が実施する職業訓練サ

ービスに関する質の保証・向上の取組みを喫緊の政策課題としている。 

これを受けて平成２３年１２月２２日に民間教育訓練機関の質保証とその向上への取り組みに対す

る具体的な支援として厚生労働省は「民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン」を

発したところである。 

高齢・障害・求職者雇用支援機構（以下「機構」という。）職業能力開発総合大学校（以下「職業

大」という。）は、こうした背景を基に職業訓練サービス分野におけるLSP等が果たす役割が益々大

きくなっていることを勘案し、LSP 等が行う職業訓練の質保証を一層充実・支援することを視野に入

れ、厚生労働省「民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン」に基づき、その中核と

なる要員養成について協議することを目的とした「職業訓練の質保証に係る要員養成協議会」（以下

「協議会」という。）を設置したところである。 

また、平成２３年１０月１日からは、新たに「職業訓練の実施等による特定求職者の就職の支援に

関する法律」に基づき求職者支援制度も開始されている。 

これに基づき特定求職者の就職の支援のための基準に適合する職業訓練を「認定職業訓練」として

認定を行い（以下「求職者支援訓練」という。）、特定求職者の職業能力の開発及び向上を円滑かつ

効果的に行うよう求職者支援訓練を行う者に対して助成している。 

そして、従前より実施されてきている公共職業訓練として高度職業訓練、離職者訓練そして在職者

訓練、さらには事業主が策定する従業員の能力開発に対する事業主支援等の促進、充実、発展に積極

的に取り組んでいるところである。 

協議会は、平成２３年１２月９日、第１回「職業訓練の質保証に係る要員養成協議会」を開催し、

平成２２年８月３１日に、国際規格として規格化されたＩＳＯ２９９９０を踏まえた公共教育訓練機

関及びLSP等が実施する職業訓練サービスに関する質保証・向上の取り組みを促進するため、協議会

の下に「職業訓練の質保証に係る要員養成協議会作業部会」（以下「作業部会」という。）を設置し

た。 

作業部会では、その目的として内部監査員養成研修カリキュラムの開発、フィジビリティースタデ

ィーを行い「内部監査員養成研修プロトタイプ研修カリキュラム」を開発し、その試行研修の実施を

通じて検証を行う作業の取り組むこととしている。 

このアンケート調査は試行研修の評価・検証の一つとして行うものであり、ここに得られた各種情

報、データ等については、原則としてその目的以外には使用しないこととすることを申し添える。 

今般のこのアンケート調査がその目的を確実に果たし、多大な成果を得るよう協議会として全力を

挙げて取り組む所存でおり、このアンケート調査に協力をいただく関係者の方々には、心よりは感謝

し、厚く御礼を申し上げる。 

 

                         高齢・障害・求職者雇用支援機構 

                         職業能力開発総合大学校長 
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（資料１１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「職業訓練の質保証に係る内部監査員養成試行研修」に 

係るアンケート調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施期間：平成２４年２月２２日（水）～２月２４日（金） 

 

 

 

職業訓練の質保証に係る要員養成協議会・作業部会 

高齢・障害・求職者雇用支援機構 

職業能力開発総合大学校能力開発研究センター 
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１．現在の職場における内部監査の状況についてお聞きします。 

Ｑ１：あなたの職場では、内部監査を行っていますか？ 

１．はい                          ２．いいえ 
 
Ｑ２：Ｑ１で”１”と回答した人にお聞きします。 

あなたの職場では内部監査員を配置し、内部監査を行っていますか？ 

１．はい                          ２．いいえ 

 
Ｑ３：Ｑ１で”２”と回答した人にお聞きします。 

あなたの職場では、将来、内部監査員を配置し、内部監査を行う計画ですか？ 

１．はい                          ２．いいえ 

 
 

２．あなたの内部監査に係る経歴等についてお聞きします。 

Ｑ４：あなたは現在、あるいは過去において職場で内部監査の業務を担ったことがありますか？ある

いは担っていますか？ 

１．はい                          ２．いいえ 

 
Ｑ５：Ｑ４で”１”と回答した人にお聞きします。 

あなたは、どのくらいの期間、内部監査を行っていますか？ 

１．～１年未満、２．１年以上～３年未満、３．３年以上                       
 
Ｑ６：Ｑ４で”２”と回答した人にお聞きします。 

あなたは、将来、内部監査員として、内部監査を行う計画ですか？ 

１．はい                          ２．いいえ 

 
 

３．今回の研修についてお聞きします。 

Ｑ７：研修マネジメント・オリエンテーションについてお聞きまします。 

あなたは研修全体の運営について満足をいただけましたか？ 

１．満足できた           ２．比較的満足できた 

３．あまり満足できなかった          ４．満足できなかった 

 
Ｑ８：Ｑ７で”３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ９：研修担当者についてお聞きまします。 

あなたは研修担当者の仕事ぶりについて満足をいただけましたか？ 

１．満足できた           ２．比較的満足できた 

３．あまり満足できなかった          ４．満足できなかった 
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Ｑ１０：Ｑ９で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ１１：研修の全体目標の設定（仕上がり像）についてお聞きまします。 

あなたは、今回の研修の全体目標の設定があなたの職場で内部監査を行う上で十分な内容で

あると考えますか？ 

１．十分である           ２．比較的十分である 

３．あまり十分ではない            ４．十分ではない 

 

 
Ｑ１２：Ｑ１１で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ１３：研修構成の設定についてお聞きまします。 

あなたは、今回の研修構成が全体目標を修得する上で十分な構成であると考えますか？ 

１．十分である           ２．比較的十分である 

３．あまり十分ではない            ４．十分ではない 

 
Ｑ１４：Ｑ１３で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

  
Ｑ１５：研修カリキュラムについてお聞きします。 

あなたは、今回の研修カリキュラムが全体目標を修得する上で十分な構成であると考えます

か？ 

１．十分である           ２．比較的十分である 

３．あまり十分ではない            ４．十分ではない 

 
Ｑ１６：Ｑ１５でと３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ１７：今回の研修では各種教科を用意しましたが、各教科目の目標、ねらい、内容、講義形式、配

分時間等について別紙の質問票を用意しましたので、お答えください。 

 
Ｑ１８：研修定員についてお聞きします。 

あなたは今回の研修定員１０名は内容からして適当であると考えますか？ 

１．適当である           ２．おおよそ適当である 

３．あまり適当ではない            ４．適当ではない 
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１．現在の職場における内部監査の状況についてお聞きします。 

Ｑ１：あなたの職場では、内部監査を行っていますか？ 

１．はい                          ２．いいえ 
 
Ｑ２：Ｑ１で”１”と回答した人にお聞きします。 

あなたの職場では内部監査員を配置し、内部監査を行っていますか？ 

１．はい                          ２．いいえ 

 
Ｑ３：Ｑ１で”２”と回答した人にお聞きします。 

あなたの職場では、将来、内部監査員を配置し、内部監査を行う計画ですか？ 

１．はい                          ２．いいえ 

 
 

２．あなたの内部監査に係る経歴等についてお聞きします。 

Ｑ４：あなたは現在、あるいは過去において職場で内部監査の業務を担ったことがありますか？ある

いは担っていますか？ 

１．はい                          ２．いいえ 

 
Ｑ５：Ｑ４で”１”と回答した人にお聞きします。 

あなたは、どのくらいの期間、内部監査を行っていますか？ 

１．～１年未満、２．１年以上～３年未満、３．３年以上                       
 
Ｑ６：Ｑ４で”２”と回答した人にお聞きします。 

あなたは、将来、内部監査員として、内部監査を行う計画ですか？ 

１．はい                          ２．いいえ 

 
 

３．今回の研修についてお聞きします。 

Ｑ７：研修マネジメント・オリエンテーションについてお聞きまします。 

あなたは研修全体の運営について満足をいただけましたか？ 

１．満足できた           ２．比較的満足できた 

３．あまり満足できなかった          ４．満足できなかった 

 
Ｑ８：Ｑ７で”３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ９：研修担当者についてお聞きまします。 

あなたは研修担当者の仕事ぶりについて満足をいただけましたか？ 

１．満足できた           ２．比較的満足できた 

３．あまり満足できなかった          ４．満足できなかった 
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Ｑ１９：Ｑ１８で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

あなたは、今回の研修定員は次の１～３のうちどれが適当であると考えますか？ 

１．５人程度    ２．２０人程度 ３．３０人以上 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
 Ｑ２０：今回の研修対象者の参加対象要件についてお聞きします。 

あなたは今回の研修対象者の参加対象要件は研修内容からして適当であると考えますか？ 

１．適当である           ２．おおよそ適当である 

３．あまり適当ではない            ４．適当ではない 

 
Ｑ２１：Ｑ２０で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 

Ｑ２２：今回の研修期間についてお聞きます。 

あなたは今回の研修期間が内容からして適当であると考えますか？ 

１．適当である           ２．おおよそ適当である 

３．あまり適当ではない            ４．適当ではない 

 
Ｑ２３：Ｑ２３で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

あなたは、今回の研修期間は次の１～３のうちどれが適当であると考えますか？ 

１．２日間以内    ２．５日間 ３．５日間より多く 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ２４：今回の総研修時間数についてお聞きします。 

あなたは今回の総研修時間数が内容からして適当であると考えますか？ 

１．適当である           ２．おおよそ適当である 

３．あまり適当ではない            ４．適当ではない 

 
Ｑ２５：Ｑ２４で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

あなたは、今回の総研修時間数は次の１～３のうちどれが適当であると考えますか？ 

１．１２時間以内    ２．３５時間程度 ３．３５時間より多く 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ２６：今回の受講者修得度評価についてお聞きします。 

Ｑ２６－１：各教科目別の評価についての実施は適当であると考えますか？ 

１．適当である           ２．おおよそ適当である 

３．あまり適当ではない            ４．適当ではない 
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Ｑ２６－２：Ｑ２６－１で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

Ｑ２６－３：総合評価試験価についての実施は適当であると考えますか？ 

１．適当である           ２．おおよそ適当である 

３．あまり適当ではない            ４．適当ではない 

Ｑ２６－４：Ｑ２６－３で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ２７：教材についてお聞きします。（各教科の教材はＱ２１の別紙でお聞きします。） 

あなたは今回の教材について全体的に見て、適当であると考えますか？ 

１．適当である           ２．おおよそ適当である 

３．あまり適当ではない            ４．適当ではない 

 
Ｑ２８：Ｑ２７で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ２９：指導技法についてお聞きします。 

あなたは今回の指導技法（集合形態、演習形態等）について適当であると考えますか？ 

１．適当である           ２．おおよそ適当である 

３．あまり適当ではない            ４．適当ではない 

 
Ｑ３０：Ｑ２９で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ３１：研修の機材及び資材についてお聞きします。（各教科の機材及び資材については、Ｑ１７に

おいてお聞きします） 

あなたは今回の機材及び資材について全体的に見て、適当であると考えますか？ 

１．適当である           ２．おおよそ適当である 

３．あまり適当ではない            ４．適当ではない 

 
Ｑ３２：Ｑ３１で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
 
 
 
 

 

 - 230 -  

Ｑ１９：Ｑ１８で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

あなたは、今回の研修定員は次の１～３のうちどれが適当であると考えますか？ 

１．５人程度    ２．２０人程度 ３．３０人以上 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
 Ｑ２０：今回の研修対象者の参加対象要件についてお聞きします。 

あなたは今回の研修対象者の参加対象要件は研修内容からして適当であると考えますか？ 

１．適当である           ２．おおよそ適当である 

３．あまり適当ではない            ４．適当ではない 

 
Ｑ２１：Ｑ２０で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 

Ｑ２２：今回の研修期間についてお聞きます。 

あなたは今回の研修期間が内容からして適当であると考えますか？ 

１．適当である           ２．おおよそ適当である 

３．あまり適当ではない            ４．適当ではない 

 
Ｑ２３：Ｑ２３で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

あなたは、今回の研修期間は次の１～３のうちどれが適当であると考えますか？ 

１．２日間以内    ２．５日間 ３．５日間より多く 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ２４：今回の総研修時間数についてお聞きします。 

あなたは今回の総研修時間数が内容からして適当であると考えますか？ 

１．適当である           ２．おおよそ適当である 

３．あまり適当ではない            ４．適当ではない 

 
Ｑ２５：Ｑ２４で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

あなたは、今回の総研修時間数は次の１～３のうちどれが適当であると考えますか？ 

１．１２時間以内    ２．３５時間程度 ３．３５時間より多く 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ２６：今回の受講者修得度評価についてお聞きします。 

Ｑ２６－１：各教科目別の評価についての実施は適当であると考えますか？ 

１．適当である           ２．おおよそ適当である 

３．あまり適当ではない            ４．適当ではない 
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Ｑ３３：講師についてお聞きします。 

あなたは今回の講師陣について、担当教科に対する力量（質とレベル、専門性、コピテンス

等）を全体的に見て、適当であると考えますか？ 

１．適当である           ２．おおよそ適当である 

３．あまり適当ではない            ４．適当ではない 

 
Ｑ３４：Ｑ３３で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ３５：今回の研修環境設定の設定についてお聞きします。                     
Ｑ３５－１：あなたは今回の研修施設（スペース、証明、付帯設備等）について満足いただけました

か？ 

１．満足できた           ２．比較的満足できた 

３．あまり満足できなかった          ４．満足できなかった 

Ｑ３５－２：Ｑ３５－１で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

Ｑ３５－３：あなたは今回の研修募集要項について十分であると考えますか？ 

１．十分である           ２．比較的十分である 

３．あまり十分ではない            ４．十分ではない 

Ｑ３５－４：Ｑ３５－３でと３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ３６：厚生労働省「民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン」についてお聞きし

ます。                           
あなたが職場の教育訓練サービスの質保証及びその向上への取り組みに役に立つと考えま

すか？ 

１．役に立つ            ２．比較的役に立つ 

３．あまり役に立たない             ４．役に立たない 

 
Ｑ３７：Ｑ３６で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ３８：今回の研修は、あなたにとって研修参加目的を満足させるものでしたか？ 

１．満足できた           ２．比較的満足できた 

３．あまり満足できなかった          ４．満足できなかった 
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Ｑ３９：Ｑ３８でと３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ４０：今回の研修に対して、ご要望がありましたら次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ４１：あなたが参加してみたいと考える研修がありましたら次の欄に記載ください。 
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Ｑ３３：講師についてお聞きします。 

あなたは今回の講師陣について、担当教科に対する力量（質とレベル、専門性、コピテンス

等）を全体的に見て、適当であると考えますか？ 

１．適当である           ２．おおよそ適当である 

３．あまり適当ではない            ４．適当ではない 

 
Ｑ３４：Ｑ３３で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ３５：今回の研修環境設定の設定についてお聞きします。                     
Ｑ３５－１：あなたは今回の研修施設（スペース、証明、付帯設備等）について満足いただけました

か？ 

１．満足できた           ２．比較的満足できた 

３．あまり満足できなかった          ４．満足できなかった 

Ｑ３５－２：Ｑ３５－１で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

Ｑ３５－３：あなたは今回の研修募集要項について十分であると考えますか？ 

１．十分である           ２．比較的十分である 

３．あまり十分ではない            ４．十分ではない 

Ｑ３５－４：Ｑ３５－３でと３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ３６：厚生労働省「民間教育訓練機関における職業訓練サービスガイドライン」についてお聞きし

ます。                           
あなたが職場の教育訓練サービスの質保証及びその向上への取り組みに役に立つと考えま

すか？ 

１．役に立つ            ２．比較的役に立つ 

３．あまり役に立たない             ４．役に立たない 

 
Ｑ３７：Ｑ３６で３”または”４”と回答した人にお聞きします。 

理由を次の欄に記載ください。 

 

 
Ｑ３８：今回の研修は、あなたにとって研修参加目的を満足させるものでしたか？ 

１．満足できた           ２．比較的満足できた 

３．あまり満足できなかった          ４．満足できなかった 
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Ｑ１７：今回の研修では各種教科を用意しましたが、各教科目の目標、ねらい、内容、講義形式、配

分時間等について別紙の質問票を用意しましたので、お答えください。 

 

研修項目名 オリエンテーション 時間   ２０分 
研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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研修項目名 職業訓練の質保証を取り巻く現状と具体的事例 時間   ４０分 
研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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Ｑ１７：今回の研修では各種教科を用意しましたが、各教科目の目標、ねらい、内容、講義形式、配

分時間等について別紙の質問票を用意しましたので、お答えください。 

 

研修項目名 オリエンテーション 時間   ２０分 
研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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巻末資料



 

 - 236 -  

研修項目名 職業訓練に係る施設管理と訓練管理の概要とそのﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ 時間   ６０分   
研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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調査研究報告書 No.155



 

 - 237 -  

研修項目名 厚生労働省策定による民間教育訓練機関における職業訓練サ

ービスガイドラインの概要とそれに基づき質の高い職業訓練

サービスを確保する上での課題の抽出 

時間   ６０分   

研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

  
 

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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研修項目名 職業訓練に係る施設管理と訓練管理の概要とそのﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ 時間   ６０分   
研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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巻末資料



 

 - 238 -  

研修項目名 

 

ケーススタディー：職業訓練業務プロセス、－求職者を対象

とした訓練コース（委託訓練、求職者支援訓練）に係るＰＤ

ＣＡサイクルの紹介＆検証－ 

時間   ６０分 

研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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調査研究報告書 No.155



 

 - 239 -  

研修項目名 ニーズの把握と分析の概要とそのチェックポイント 時間   ９０分 
研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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研修項目名 

 

ケーススタディー：職業訓練業務プロセス、－求職者を対象

とした訓練コース（委託訓練、求職者支援訓練）に係るＰＤ

ＣＡサイクルの紹介＆検証－ 

時間   ６０分 

研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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巻末資料



 

 - 240 -  

研修項目名 コース開発の概要とそのチェックポイント 時間   ９０分   
研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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調査研究報告書 No.155



 

 - 241 -  

研修項目名 カリキュラム開発の概要とそのチェックポイント 時間   １２０分 
研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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研修項目名 コース開発の概要とそのチェックポイント 時間   ９０分   
研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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巻末資料
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研修項目名 教材開発の概要とそのチェックポイント 時間   ６０分 
研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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調査研究報告書 No.155
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研修項目名 講師の役割と資質の概要とそのチェックポイント 時間   １２０分  
研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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研修項目名 教材開発の概要とそのチェックポイント 時間   ６０分 
研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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研修項目名 内部監査の概要 時間  １２０分 
研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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研修項目名 評価の概要とそのチェックポイント 時間   ６０分 
研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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研修項目名 内部監査の概要 時間  １２０分 
研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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研修項目名 チーム力 、プレゼンテーションスキル、コミニケーションス

キル＆ビジネスマナー 

時間   １２０分 

研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 
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研修項目名 ケーススタディー：内部監査に必用な取り組み（個別演習） 時間  １２０分 
研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 
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研修項目名 チーム力 、プレゼンテーションスキル、コミニケーションス

キル＆ビジネスマナー 

時間   １２０分 

研修目標は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修のねらいは、１．適当である        ２．おおよそ適当である          

   ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修の主な内容は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

         ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修形態は、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

      ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

チェックポイントは、１．適当である        ２．おおよそ適当である  

          ３．あまり適当でない          ４．適当でない 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

研修内容の分かりやすさについてお聞きします。 

   １．分かりやすかった        ２．比較的分かりやすかった  

   ３．分かりにくかった             ４．非常に分かりにくかった 

     ”３”または”４”とお答えいただいた方は、理由を次の欄に記載ください。 

   

 

 

 

 

 

 

− 257 −

巻末資料



 

- 248 -  

（資料１２） 

研 修 日 誌 
研修名：職業訓練の質保証に係る内部監査員養成研修   （参考） 

 研修氏名： 研 修 太 郎 日付：平成２４年２月２２日 

 Ｎｏ      教 科 目 名         研修の主な内容を記載する      

１ オリエンテーション 講師名：事務局 時間：２０分 

 

 

 

 

２ 職業訓練の質保証を取り巻く現 

状と具体的事例 

講師名： 時間：４０分     

 

 

 

 

３ 職業訓練に係る施設管理と訓練 

管理の概要とそのチェックポイ

ント 

講師名： 時間：６０分     

 

 

 

 

４ 厚生労働省策定による民間教育 

練機関における職業訓練サービ

スガイドラインの概要とそれに

基づき質の高い職業訓練サービ

スを確保する上での課題の抽出 

講師名： 時間：６０分     

 

 

 

 

５ ケーススタディ：職業訓練業務プ

ロセス、－求職者を対象とした訓

コース（委託訓練、求職者支援訓

練）に係るＰＤＣＡサイクルの紹

介＆検証－） 

講師名：事務局 時間：６０分     

 

 

 

 

６ 訓練ニーズの把握と分析の概要

とそのチェックポイント 

講師名：事務局 時間：９０分     

 

 

 

 

７ コース開発の概要とそのチェッ
クポイント 

講師名：事務局 時間：９０分     

 

 

 

 

出欠席 

状況 

 氏名：            （欠席・遅刻・早退・中抜け：   ：   ～   ：      ） 

 氏名：            （欠席・遅刻・早退・中抜け：   ：   ～   ：      ） 

 氏名：            （欠席・遅刻・早退・中抜け：   ：   ～   ：      ） 

備考 ： 
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研 修 日 誌 
研修名：職業訓練の質保証に係る内部監査員養成研修   （参考） 

研修氏名： 研 究 花 子 日付：平成２４年２月２３日 

 Ｎｏ      教 科 目 名         研修の主な内容を記載する      

１ カリキュラム開発の概要とその

チェックポイント 
講師名： 時間：１２０分 

 

 

 

 

２ 教材開発の概要とそのチェック

ポイント 

講師名： 時間：６０分 

 

 

 

 

３ 講師の役割と資質の概要とその

チェックポイント 
講師名： 時間：１２０分 

 

 

 

 

４ 内部監査の概要 講師名： 時間：１２０分 

 

 

 

 

出欠席 

状況 

 氏名：            （欠席・遅刻・早退・中抜け：   ：   ～   ：      ） 

 氏名：            （欠席・遅刻・早退・中抜け：   ：   ～   ：      ） 

 氏名：            （欠席・遅刻・早退・中抜け：   ：   ～   ：      ） 

備考 ： 
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（資料１２） 

研 修 日 誌 
研修名：職業訓練の質保証に係る内部監査員養成研修   （参考） 

 研修氏名： 研 修 太 郎 日付：平成２４年２月２２日 

 Ｎｏ      教 科 目 名         研修の主な内容を記載する      

１ オリエンテーション 講師名：事務局 時間：２０分 

 

 

 

 

２ 職業訓練の質保証を取り巻く現 

状と具体的事例 

講師名： 時間：４０分     

 

 

 

 

３ 職業訓練に係る施設管理と訓練 

管理の概要とそのチェックポイ

ント 

講師名： 時間：６０分     

 

 

 

 

４ 厚生労働省策定による民間教育 

練機関における職業訓練サービ

スガイドラインの概要とそれに

基づき質の高い職業訓練サービ

スを確保する上での課題の抽出 

講師名： 時間：６０分     

 

 

 

 

５ ケーススタディ：職業訓練業務プ

ロセス、－求職者を対象とした訓

コース（委託訓練、求職者支援訓

練）に係るＰＤＣＡサイクルの紹

介＆検証－） 

講師名：事務局 時間：６０分     

 

 

 

 

６ 訓練ニーズの把握と分析の概要

とそのチェックポイント 

講師名：事務局 時間：９０分     

 

 

 

 

７ コース開発の概要とそのチェッ
クポイント 

講師名：事務局 時間：９０分     

 

 

 

 

出欠席 

状況 

 氏名：            （欠席・遅刻・早退・中抜け：   ：   ～   ：      ） 

 氏名：            （欠席・遅刻・早退・中抜け：   ：   ～   ：      ） 

 氏名：            （欠席・遅刻・早退・中抜け：   ：   ～   ：      ） 

備考 ： 
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研 修 日 誌 
研修名：職業訓練の質保証に係る内部監査員養成研修   （参考） 

研修氏名： 求 職 達 成 日付：平成２４年２月２４日 

 Ｎｏ      教 科 目 名         研修の主な内容を記載する      

１ 評価の概要とそのチェックポイ

ント  
講師名： 時間：６０分 

 

 

 

 

２ チーム力、プレゼンテーションス

キル、コミニケーションスキル＆

ビジネスマナー 

講師名： 時間：１２０分 

 

 

 

 

３ ケーススタディ：内部監査に必用

な取り組み（個別演習） 
講師名： 時間：１２０分 

 

 

 

 

４ 総合評価試験 講師名： 時間：６０分 

 

 

 

 

５ 意見交換・アンケート 講師名： 時間：４５分 

 

 

 

 

６ 修了式 講師名： 時間：１５分 

 

 

 

 

出欠席 

状況 

 氏名：            （欠席・遅刻・早退・中抜け：   ：   ～   ：      ） 

 氏名：            （欠席・遅刻・早退・中抜け：   ：   ～   ：      ） 

 氏名：            （欠席・遅刻・早退・中抜け：   ：   ～   ：      ） 

備考 ： 
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研 修 日 誌 
研修名：職業訓練の質保証に係る内部監査員養成研修   （参考） 

研修氏名： 求 職 達 成 日付：平成２４年２月２４日 

 Ｎｏ      教 科 目 名         研修の主な内容を記載する      

１ 評価の概要とそのチェックポイ

ント  
講師名： 時間：６０分 

 

 

 

 

２ チーム力、プレゼンテーションス

キル、コミニケーションスキル＆

ビジネスマナー 

講師名： 時間：１２０分 

 

 

 

 

３ ケーススタディ：内部監査に必用

な取り組み（個別演習） 
講師名： 時間：１２０分 

 

 

 

 

４ 総合評価試験 講師名： 時間：６０分 

 

 

 

 

５ 意見交換・アンケート 講師名： 時間：４５分 

 

 

 

 

６ 修了式 講師名： 時間：１５分 

 

 

 

 

出欠席 

状況 

 氏名：            （欠席・遅刻・早退・中抜け：   ：   ～   ：      ） 

 氏名：            （欠席・遅刻・早退・中抜け：   ：   ～   ：      ） 

 氏名：            （欠席・遅刻・早退・中抜け：   ：   ～   ：      ） 

備考 ： 
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（資料１３） 

科目別修得表     （参考） 

研修名：職業訓練の質保証に係る内部監査員養成研修 

                                                                                  

                                                     研修者氏名及び出欠席状況 

         項    目 

 

  

出席：○、欠席：×、遅刻：遅、早退：早、 

中抜け：中と記載する。 

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 12 13 14 15 

研

修

太

郎 

研

究

花

子 

就

職 

達

成 

離

職 

訓

子 

             

   

   

   No. 教 科 目 名 研修の主な内容を記載する 

１ 

 

2/22 

オリエンテーション 

講師名：事務局 

講義時間：２０分 

                

 

 

 

２ 

 

2/22 

職業訓練の質保証を取り巻く現 

状と具体的事例 

講師名：  

講義時間：４０分  

                

 

 

 

３ 

 

2/22 

職業訓練に係る施設管理と訓練 

管理の概要とそのチェックポイント 

講師名：  

講義時間：６０分  

                

 

 

 

４ 

 

2/22 

 

厚生労働省策定による民間教育練機

関における職業訓練ｻｰﾋﾞｽｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの

概要とそれに基づき質の高い職業訓

練ｻｰﾋﾞｽを確保する上での課題の抽出 

講師名：  

講義時間：６０分  

                

 

 

 

 

 

５ 

 

2/22 

 

ケーススタディ：職業訓練業務ﾌﾟﾛｾｽ

、－求職者を対象とした訓コース（委

託訓練、求職者支援訓練）に係るPDC

Aｻｲｸﾙの紹介＆検証－） 

講師名：         

講義時間：６０分  

                

 

 

 

 

 

６ 

 

2/22 

訓練ニーズの把握と分析の概要とそ

のチェックポイント 

講師名：         

講義時間：９０分  

                

 

 

 

７ 

 

2/22 

コース開発の概要とそのチェックポ

イント 

講師名：         

講義時間：９０分  

                

 

 

 

８ 

 

2/23 

カリキュラム開発の概要とそのチェ

ックポイント 

講師名：         

講義時間：１２０分  
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                                                     研修者氏名及び出欠席状況 

         項    目 

 

  

出席：○、欠席：×、遅刻：遅、早退：早、 

中抜け：中と記載する。 

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 12 13 14 15 

研

修

太

郎 

研

究

花

子 

就

職 

達

成 

離

職 

訓

子 

             

   

   

   No. 教 科 目 名 研修の主な内容を記載する 

９ 

 

2/23 

教材開発の概要とそのチェックポイ

ント 

講師名：         

講義時間：６０分  

                

 

 

 

１０ 

 

2/23 

講師の役割と資質の概要とそのチェ

ックポイント 

講師名：         

講義時間：１２０分  

                

 

 

 

１１ 

 

2/23 

内部監査の概要 

講師名：         

講義時間：１２０分  

                

 

 

 

１２ 

 

2/24 

評価の概要とそのチェックポイント

講師名：         

講義時間：６０分  

                

 

 

 

１３ 

 

2/24 

 

ﾁｰﾑ力、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｽｷﾙ、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽ

ｷﾙ＆ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ 

講師名：         

講義時間：１２０分  

                

 

 

 

１４ 

 

2/24 

ケーススタディ：内部監査に必用な取

り組み（個別演習） 

講師名：         

講義時間：１２０分  

                

 

 

 

１５ 

 

2/24 

総合評価試験 

講師名：         

講義時間：６０分  

                

 

 

 

１６ 

 

2/24 

意見交換・アンケート 

講師名：         

講義時間：４５分  

                

 

 

 

１７ 

 

2/24 

修了式 

講師名：         

講義時間：１５分  
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（資料１４） 

 

受 講 生 管 理 台 帳  

No. 名  前（ふりがな） 性別 年齢 連絡先・所属先 

１ 
研修 太郎 

（けんしゅう たろう） 

男 

・ 

女 
 

自宅：〒   －     

 

電話：      （      ） 

所属先： 

 

電話：      （      ） 

２ 
                      

（            ） 

男 

・ 

女 
 

自宅：〒   －     

 

電話：      （      ） 

所属先： 

 

電話：      （      ） 

３ 
                      

（            ） 

男 

・ 

女 
 

自宅：〒   －     

 

電話：      （      ） 

所属先： 

 

電話：      （      ） 

４ 
                      

（            ） 

男 

・ 

女 
 

自宅：〒   －     

 

電話：      （      ） 

所属先： 

 

電話：      （      ） 

５ 
                      

（            ） 

男 

・ 

女 
 

自宅：〒   －     

 

電話：      （      ） 

所属先： 

 

電話：      （      ） 

６ 
                      

（            ） 

男 

・ 

女 
 

自宅：〒   －     

 

電話：      （      ） 

所属先： 

 

電話：      （      ） 

７ 
                      

（            ） 

男 

・ 

女 
 

自宅：〒   －     

 

電話：      （      ） 

所属先： 

 

電話：      （      ） 

８ 
                      

（            ） 

男 

・ 

女 
 

自宅：〒   －     

 

電話：      （      ） 

所属先： 

 

電話：      （      ） 

９ 
                      

（            ） 

男 

・ 

女 
 

自宅：〒   －     

 

電話：      （      ） 

所属先： 

 

電話：      （      ） 

10 
                      

（            ） 

男 

・ 

女 
 

自宅：〒   －     

 

電話：      （      ） 

所属先： 

 

電話：      （      ） 

 

− 263 −

巻末資料



 

- 254 - 
 

（資料１５） 

 

受講証明書発行台帳 

No. 名前（ふりがな） 性別 年齢 コース名 証明書番号 発行日 契印 

１ 
研修 太郎 

（けんしゅう たろう） 

男 

・ 

女 

 内部監査員養成研修コース  

Ｈ 

 

/ 

 

２ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

３ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

４ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

５ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

６ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

７ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

８ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

９ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

10 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 
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（資料１６） 

 

研修修了証書発行台帳 

No. 名前（ふりがな） 性別 年齢 コース名 修了証書番号 発行日 契印 

１ 
研修 太郎 

（けんしゅう たろう） 

男 

・ 

女 

 内部監査員養成研修コース  

Ｈ 

 

/ 

 

２ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

３ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

４ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

５ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

６ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

７ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

８ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

９ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

10 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 
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（資料１５） 

 

受講証明書発行台帳 

No. 名前（ふりがな） 性別 年齢 コース名 証明書番号 発行日 契印 

１ 
研修 太郎 

（けんしゅう たろう） 

男 

・ 

女 

 内部監査員養成研修コース  

Ｈ 

 

/ 

 

２ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

３ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

４ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

５ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

６ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

７ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

８ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

９ 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 

 

10 
                      

（         ） 

男 

・ 

女 

   

Ｈ 

 

/ 
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（資料１８） 
 

職業訓練の質保証に係る内部監査員養成研修（試行）総合試験問題 

受講者番号： 

名   前： 

問題 内      容 正 誤 

１  職業訓練サービスとは、業務遂行や就職するために必要な専門知識 

並びに技能及び技術等の修得を可能にするために設計されたプロセス

又は一連の活動を指す。 

○  

２ 利害関係者とは、受講者のみを指す言葉である。  ○ 

３ ニーズとは、事業所や労働者又は求職者がそれぞれの立場や境遇にお

いて必要としている職業に関する要素、需要、要望を指す。 
○  

４ カリキュラムとは民間教育訓練機関によって作成された訓練計画で、

職業訓練サービスに係る目的、内容、訓練成果、指導方法や専門知識

並びに技能及び技術の習得方法、評価プロセス等を記載したものであ

るが、ニーズ分析を行わず作成してもよい。 

 

 

 

○ 

５ 職業訓練サービスにおいてモニタリングは、しなくても大きな支障と

はならない。 
 

 

○ 

６ 求職者訓練コース開発に取り組む上で、職業訓練により修得したい職

業能力、取得を希望する資格等、希望する職種、就業形態、就業地域

及び賃金等に係る情報収集は絶対条件と言える。 

○  

７ ニーズ等に情報については、一定期間過ぎてしまえば、破棄してもか

まわない。 
 

 

○ 

８ 求職者訓練においては、習得する専門知識並びに技能及び技術と就業

する際の基本能力について、求人企業側の人材ニーズに必ずしもマッ

チしたものでなくてもよい。 

 
 

○ 

９ 職業訓練サービスにおいて、その質を保証する上で求人事業所への訓

練成果の提示については、訓練修了時に訓練生が習得した内容を盛り

込んだ訓練総合課題の作成を欠かしてはならない。 

○  

１０ 民間教育訓練機関は、利用者が適切な職業訓練サービスを選択できる

ようにするため、職業訓練サービスが対応できる範囲の情報及び相談

援助の機会の提供方法を明確にしなければならない。 

○  

１１ 民間教育訓練機関は、職業訓練の効果や成果の活用に関する事前評価

の方法、訓練期間中のモニタリング方法、訓練終了後の評価方法を特

に準備する必要はない。 

 
 

○ 

１２ 受講生へのモニタリング方法であるが、面談によるヒアリング、郵送

や電子メール等も含めた書面によるアンケート調査、Ｗｅｂ上でのア

ンケート調査、電話による聞き取り調査などは極めて有効な手段なの

で、活用すべきである。 

○  
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１３ 訓練目標に未到達の受講者に対しては、手がかかるのであえて個別指

導などの処置を講じず、放置しておいた方が他の受講者の迷惑となら

ないのでよい。 

 ○ 

１４  民間教育訓練機関の責任者は、講師及びスタッフに受講生に対する訓
練期間中の就職支援を命じるが、あえて訓練終了後の就職支援につい

ては言及しなくてもかまわない。 

 ○ 

１５ 職業訓練サービスにおいて、受講者が誤解なく適切に職業訓練を受講

できるよう職業訓練サービスの内容、民間教育訓練機関の義務と責任

、訓練受講環境等についての情報提供を欠かしてはならない。 

○  

１６ 災害発生時に受講生を混乱に落とし込まないよう避難経路等について

事前に情報提供を行わなければならないが、３日間程度の受講コース

では特に行わなくても差し支えない。 

 ○ 

１７ 講師については、講師自身ができるという専門能力を備えていれば、

指導技法を習得していなくても大した問題とはならない。 
 ○ 

１８ 訓練受講環境等において安全衛生管理、設備及び機器等整備管理には 

十分に配慮しなければならない。 
○  

１９ 職業訓練サービスの提供にあたって、運営体制、受講者の支援、講師

やスタッフの行動規範、オリエンテーションの充実、各種記録簿の保

管・管理に留意し、受講者へのサービスの質の保証と向上に取り組ま

なければなない。 

○  

２０ 職業訓練サービスの評価の実施に当たっての訓練コースに関する評価

指標としては定員数に対する応募率、受講率、終了率、就職率、定着

率、受講者満足度、資格取得率などがある。 

○  

２１ 受講者に対する職業訓練の効果に関しての評価は修得度だけ見ればよ

い。 
 ○ 

２２ 民間教育訓練機関の職業訓練サービスの責任者は、職業訓練サービス

の評価指標ごと客観的かつ訓練に精通した評価担当者を選任すること

が望ましい。 

 ○ 

２３ 職業訓練サービスの質を向上させるためには、マネジメントシステム

のためのＰＤＣＡサイクルの導入を欠かしてはならない。 
○  

２４ マネジメントシステムを運用するに当たっては、特に事業計画を作成

する必要はなく、文書により記録しておけばよい。 
 ○ 

２５ 講師についてはすでに専門能力を有しているので、講師が特に望まな

ければ、あえて、経費をかけてまで人材育成プログラムに組み入れる

必要はない。 

 ○ 

２６ 経営理念と経営方針は、経営戦略さえしっかりしていれば、定期的な

見直しを行わなくても良い。 
 ○ 
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２７ 民間教育訓練機関の責任者は、講師やスタッフにその運用の改善に係

る意見の場を提供すると多くの意見が出た場合、収拾できなくなるこ

ともあり得るので、その必要はない。 

 ○ 

２８ 民間教育訓練機関は、財務を管理する仕組みを確立し、リスクに対す

る適切な処置を講じることを怠ってはならない。 
○  

２９ 緊急発生時の対策として、人命に関わることであっても、まずは、報

告を第一とし、処置は二の次であってもかまわない。 
 ○ 

３０ 民間教育訓練機関は、自らガイドラインに沿って確立したマネジメン

トシステムが効果的に機能していることを確認するための内部監査の

実施に係る手順を確立し、速やかな内部監査の実施に取り組まなけれ

ばならない。 

○  

３１ 業績が安定し、事業が順調に進捗している限りにおいては、内部監査

のシステムが確立していても、内部監査を行う必要はない。 
 ○ 

３２ 民間教育訓練機関において内部監査のマネジメントシステムを確立す

る際には、厚生労働省「民間教育訓練機関における職業訓練サービス

ガイドライン」を有効活用するとことで誤った確立を回避できる。 

○  

３３ 内部監査の目的はマネジメントシステムが自社のガイドライン・規定

等に適合しているかを確認し、改善すべき点の明確化・不具合の解決

に結びつけることである。 

○  

３４ 内部監査に携わる人は、監査の計画の流れを理解し、計画の立案がで

きなければならない。 
○  

３５ 内部監査の能力に優れていれば、コミュニケーションスキル＆ビジネ

スマナー、プレゼンテーションスキルは特に必要としない。 
 ○ 
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１３ 訓練目標に未到達の受講者に対しては、手がかかるのであえて個別指

導などの処置を講じず、放置しておいた方が他の受講者の迷惑となら

ないのでよい。 

 ○ 

１４  民間教育訓練機関の責任者は、講師及びスタッフに受講生に対する訓
練期間中の就職支援を命じるが、あえて訓練終了後の就職支援につい

ては言及しなくてもかまわない。 

 ○ 

１５ 職業訓練サービスにおいて、受講者が誤解なく適切に職業訓練を受講

できるよう職業訓練サービスの内容、民間教育訓練機関の義務と責任

、訓練受講環境等についての情報提供を欠かしてはならない。 

○  

１６ 災害発生時に受講生を混乱に落とし込まないよう避難経路等について

事前に情報提供を行わなければならないが、３日間程度の受講コース

では特に行わなくても差し支えない。 

 ○ 

１７ 講師については、講師自身ができるという専門能力を備えていれば、

指導技法を習得していなくても大した問題とはならない。 
 ○ 

１８ 訓練受講環境等において安全衛生管理、設備及び機器等整備管理には 

十分に配慮しなければならない。 
○  

１９ 職業訓練サービスの提供にあたって、運営体制、受講者の支援、講師

やスタッフの行動規範、オリエンテーションの充実、各種記録簿の保

管・管理に留意し、受講者へのサービスの質の保証と向上に取り組ま

なければなない。 

○  

２０ 職業訓練サービスの評価の実施に当たっての訓練コースに関する評価

指標としては定員数に対する応募率、受講率、終了率、就職率、定着

率、受講者満足度、資格取得率などがある。 

○  

２１ 受講者に対する職業訓練の効果に関しての評価は修得度だけ見ればよ

い。 
 ○ 

２２ 民間教育訓練機関の職業訓練サービスの責任者は、職業訓練サービス

の評価指標ごと客観的かつ訓練に精通した評価担当者を選任すること

が望ましい。 

 ○ 

２３ 職業訓練サービスの質を向上させるためには、マネジメントシステム

のためのＰＤＣＡサイクルの導入を欠かしてはならない。 
○  

２４ マネジメントシステムを運用するに当たっては、特に事業計画を作成

する必要はなく、文書により記録しておけばよい。 
 ○ 

２５ 講師についてはすでに専門能力を有しているので、講師が特に望まな

ければ、あえて、経費をかけてまで人材育成プログラムに組み入れる

必要はない。 

 ○ 

２６ 経営理念と経営方針は、経営戦略さえしっかりしていれば、定期的な

見直しを行わなくても良い。 
 ○ 
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− 270 −

調査研究報告書 No.155



 

- 260 - 
 

 

 

 

お願い 

 

今後、能力開発研究センターがより良い調査・研究を行うために、本書のご活用目的等に関し

て、以下の項目のご連絡を賜りますようご協力をお願い申し上げます。 

ご連絡は、下記フォーマットで、郵送又はFAX（042-763-9048）でお願い致します。（ホーム

ページ上からの受付も検討中） 

 

ご連絡用フォーマット 

項  目 記 入 欄 

１）使用目的 

 

 

 

 

２）使用年月日 

 

 

 

 

３）使用形態（紙のみ、OHP使用等） 

 

 

 

 

４）使用者（所属、役職、氏名） 

 

 

 

 

５）連絡先（住所、電話番号等） 

 

 

 

 

６）本書を複製した場合、複製箇所、 

複製部数、複製形態（紙、OHP等） 

 

 

 

 

 

７）本書に対するご意見、ご要望 

 

 

 

 

 

 

その他、お問い合わせは能力開発研究センター普及促進室（042-763-9155）にご連絡下さい。 

 

 





　本報告書等は、能力開発研究センター「職業能力開発ステーションサポートシステム

能力開発研究センター刊行物検索」から閲覧、ダウンロードができます。

URL：  http://www. tetras. uitec. jeed. or. jp/

発行 　2012年3月

発行者 　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

　　　　　職業能力開発総合大学校　能力開発研究センター

　　　　　所長　　猪狩  安充

　　　　　〒252-5196　神奈川県相模原市緑区橋本台４－１－１

　　　　　電話　042-763-9155（普及促進室）

印刷 　株式会社　芳文社

　　　　　〒194-0037 東京都町田市木曽西２－３－14

　　　　　電話　042-792-3100

調査研究報告書　No.155
職業訓練の質保証に係る要員養成に関する調査研究　－ 報告書 －

本書の著作権は、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構が有しております。




